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一　

は
じ
め
に

黄
河
中
流
域
の
関
中
平
原）

1
（

で
は
、
極
め
て
多
く
の
土
を
肥
料
と

し
て
き
た
。
そ
う
し
た
肥
料
に
は
、「
土
糞
」（
土
と
人
畜
糞
尿
を

混
ぜ
て
堆
積
・
発
酵
さ
せ
た
肥
料
）、
そ
し
て
「
炕
土
」（
土
製
オ

ン
ド
ル
の
土
）・「
老
房
土
」（
古
い
家
屋
の
土
壁
）・「
陳
墻
土
」

（
古
い
土
塀
の
土
）・「
地
皮
土
」（
家
屋
内
外
の
表
土
）
な
ど
の

「
土
雑
肥
」
が
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
岐
山
県
農
村
部
で
は
、
土

糞
・
土
雑
肥
の
施
用
量
が
「
農
家
肥
料
」（
伝
統
的
肥
料
の
総

称
）
の
総
施
用
量
の
九
〇
％
以
上
を
占
め
た
と
さ
れ
る
（
杨
一
九

八
三
）。

土
糞
は
堆
積
肥
料
の
一
種
で
あ
り
、
土
・
人
畜
糞
尿
を
主
と
し
、

草
木
灰
、
石
炭
灰
、
青
草
、
干
草
、
枯
葉
、
作
物
茎
稈
・
脱
穀
屑
、

食
物
残
滓
、
飼
料
残
滓
、
塵
芥
、
生
活
排
水
な
ど
あ
ら
ゆ
る
廃
物

を
加
え
て
製
造
し
た）

2
（

。
土
糞
は
多
量
の
土
を
含
み
、
養
分
濃
度
が

低
い
た
め
、
客
土
の
一
種
と
み
な
す
こ
と
も
あ
る
。
土
糞
製
造
は
、

関
中
平
原
特
有
の
糞
尿
処
理
法
に
由
来
す
る
。「
旱
茅
」
と
呼
ば

れ
る
便
所
で
は
、
水
を
用
い
ず
、
人
糞
尿
を
土
で
覆
っ
て
外
気
と

遮
断
し
た
。
畜
舎
で
は
、
作
物
茎
稈
を
床
に
敷
き
詰
め
ず
、
床
土

を
毎
日
敷
き
詰
め
直
し
た
。
便
所
・
畜
舎
か
ら
運
び
出
し
た
人
畜

糞
尿
は
、
土
で
覆
い
な
が
ら
積
み
上
げ
、
施
肥
の
季
節
ま
で
貯
蔵

し
た
。
糞
尿
の
衛
生
管
理
に
乾
燥
地
で
も
容
易
に
獲
得
で
き
る
土

を
用
い
た
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
た
、
土
の
添
加
は
肥
料
製

造
の
点
か
ら
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
乾
燥
地
で
は
人
糞
尿
な
ど

の
有
機
物
を
単
独
で
放
置
し
て
も
、
そ
の
発
酵
に
必
要
な
水
分
を

維
持
で
き
ず
、
有
機
態
窒
素
を
植
物
の
吸
収
に
適
し
た
状
態
で
あ

る
硝
酸
態
窒
素
に
ま
で
分
解
さ
せ
る
の
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、

有
機
物
に
土
な
ど
の
保
水
材
を
加
え
て
そ
の
醗
酵
を
す
す
め
、
充

関
中
平
原
・
祝
家
荘
に
お
け
る
肥
料
用
土
の
獲
得
・

利
用
に
関
す
る
聴
取
調
査

栗　

山　

知　

之
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分
に
醗
酵
さ
せ
て
か
ら
施
用
し
た
。
土
は
保
肥
材
と
し
て
も
機
能

し
、
肥
料
分
の
飛
散
・
溶
脱
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

イ
オ
ン
を
吸
着
し
て
そ
の
揮
発
を
抑
え
た）

3
（

。

土
糞
が
土
以
外
の
原
料
の
肥
料
分
を
主
に
利
用
し
た
の
に
対
し
、

土
雑
肥
は
土
自
体
の
肥
料
分
を
利
用
し
た
。
土
雑
肥
は
い
ず
れ
も

解
体
し
た
建
材
土
で
あ
る
。
関
中
平
原
で
は
、
土
を
主
要
建
材
と

し
、「
磚
房
」（
煉
瓦
製
家
屋
）、「
磚
坯
房
」（
煉
瓦
・
日
干
煉
瓦

製
家
屋
））

4
（

、「
坯
房
」（
日
干
煉
瓦
製
家
屋
）、「
窰
洞
」（
横
穴
式
住

居
）、「
土
墻
」（
版
築
に
よ
る
土
塀
）
を
建
築
し
た
。
さ
ら
に
、

暖
房
設
備
と
し
て
「
土
炕
」（
土
製
オ
ン
ド
ル
）
を
居
室
に
備
え

付
け
た
。
坯
房
・
磚
坯
房
の
壁
土
、
墻
土
、
家
屋
内
外
の
表
土
は
、

年
月
を
経
る
に
つ
れ
て
汚
水
・
汚
物
由
来
の
有
機
態
窒
素
を
吸
収

し
た）

5
（

。
そ
れ
は
微
生
物
に
分
解
さ
れ
て
硝
酸
態
窒
素
と
な
り
、
硝

酸
カ
リ
ウ
ム
な
ど
硝
酸
塩
類
と
し
て
蓄
積
し
た
（
中
国
农
业
科
学

院
土
壤
肥
料
研
究
所
一
九
六
二
：
一
三
六
）。
土
炕
も
使
用
す
る

に
つ
れ
て
烟
道
の
表
面
に
煤
煙
を
吸
着
し
た）

6
（

。
土
炕
本
体
の
建
材

土
や
煤
煙
に
含
ま
れ
る
有
機
物
は
、
加
熱
に
よ
っ
て
ア
ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
や
可
溶
性
リ
ン
に
ま
で
分
解
し
、
そ
の
建
材
土
に
含
ま
れ

る
雲
母
も
破
壊
さ
れ
て
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
放
出
し
た
（
浙
江
农

业
大
学
一
九
八
〇
：
二
五
一-

二
五
二
）。
こ
れ
ら
の
土
雑
肥
は

無
機
養
分
を
主
に
含
む
た
め
、
即
効
性
肥
料
に
区
分
さ
れ
る
。

関
中
平
原
で
は
、
土
を
建
材
製
作
・
糞
尿
処
理
に
用
い
て
か
ら

肥
料
に
す
る
こ
と
で
、
農
業
を
永
続
的
に
営
ん
で
き
た
。
農
業
が

二
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
た
結
果
、「
土
墊
旱
耕
人

為
土
（
塿
土
）」
と
呼
ば
れ
る
耕
作
土
壌
が
形
成
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
（
龚et al. 

一
九
九
九
：
一
三
八-

一
四
一
）。
ま
た
、
各

村
落
で
は
、
建
材
製
作
・
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
を
獲
得
す
る
た

め
、
採
土
場
を
常
設
し
た
。
そ
し
て
、
長
年
の
採
土
活
動
に
よ
っ

て
、「
土
壕
」（
人
工
的
窪
地
）
が
宅
地
周
囲
に
拡
大
し
た
。

中
国
農
業
史
研
究
で
は
、
北
方
乾
燥
地
農
業
の
持
続
性
に
つ
い

て
、
人
畜
糞
尿
や
あ
ら
ゆ
る
廃
物
を
肥
料
源
に
す
る
こ
と
で
土
壌

肥
沃
度
を
維
持
し
て
き
た
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
土
が
そ
の
農

業
再
生
産
に
果
た
し
た
役
割
に
は
殆
ど
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。

関
中
平
原
に
お
け
る
土
獲
得
・
利
用
の
解
明
は
、
北
方
乾
燥
地
農

業
を
土
の
視
角
か
ら
捉
え
直
す
作
業
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
筆
者
は
祝
家
荘
に
お
け
る
土
獲
得
・
利

用
の
変
遷
を
調
査
し
た
。
観
察
を
主
と
す
る
成
果
は
既
に
報
告
し

た
（
栗
山
二
〇
〇
九
）。
本
報
告
は
、
そ
の
後
に
実
施
し
た
聴
取

調
査
の
成
果
で
あ
る
。

対
象
村
落
の
祝
家
荘
は
、
陝
西
省
宝
鶏
市
岐
山
県
祝
家
荘
鎮
祝

西
組
・
祝
南
組
・
高
家
組
・
王
家
組
で
構
成
さ
れ
る
（
図
一
）。

祝
家
荘
を
含
め
た
周
原
は
、
関
中
平
原
で
も
と
り
わ
け
大
き
な
土
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壕
が
分
布
す
る
地
域
で
あ
る
。
周
原
は
周

王
朝
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
同
時

に
、
周
族
の
始
祖
で
あ
る
后
稷
が
農
業
技

術
の
普
及
に
努
め
た
と
の
伝
説
が
残
る
地

で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
農
業
史
研

究
で
は
中
国
農
業
発
祥
の
聖
地
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
祝
家
荘
は
鎮
人
民
政
府
を

有
す
る
鎮
区
で
あ
る
。
加
え
て
、
南
北
に

伸
び
る
麟
眉
公
路
と
東
西
に
伸
び
る
岐
青

公
路
が
祝
家
荘
で
交
差
す
る
。
調
査
時
に

開
通
し
た
関
中
環
線
も
祝
家
荘
の
南
を
東

西
に
走
る
。
そ
の
た
め
、
主
要
街
路
に
は

小
中
学
校
な
ど
の
公
共
機
関
、
工
場
、
商

店
、
飲
食
店
が
並
ぶ
。
た
だ
し
、
祝
家
荘

は
近
年
に
な
っ
て
急
激
に
発
展
し
た
た
め
、

宅
地
・
土
壕
の
規
模
が
隣
村
と
比
較
し
て

際
立
っ
て
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

聴
取
は
二
〇
〇
六
年
八
月
二
九
日
〜
九

月
二
日
（
五
日
間
）、 

二
〇
〇
七
年
三
月

二
〜
七
日
（
六
日
間
）、 

二
〇
〇
七
年
九

月
一
六
〜
二
三
日
（
八
日
間
）、
二
〇
〇

図１　2009 年における祝家荘の土壕分布
　Google Earthと観察を基に作成。崖は高さ 50 ㎝以上を記す。高さ 50 ㎝以上の崖に
囲まれた窪地を土壕とした。
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八
年
九
月
七
〜
一
三
日
（
七
日
間
）、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
一
日

〜
三
月
二
七
日
（
三
五
日
間
）、
二
〇
〇
九
年
七
月
二
九
日
〜
八

月
三
〇
日
（
三
三
日
間
）、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
五
日
〜
三
月
一

九
日
（
五
日
間
）
の
間
に
実
施
し
た
。
聴
取
対
象
は
祝
家
荘
在
住

者
Ａ
〜
Ｆ
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
筆
者
が
直
接
交
流
し
て
関

係
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。
通
訳
者
な
ど
の
協
力
者
は
介
在
し
て

い
な
い
。
聴
取
は
各
人
の
自
宅
で
行
い
、
彼
ら
の
語
り
を
そ
の
場

で
記
述
し
た
。
具
体
的
な
場
所
に
話
が
及
べ
ば
、
彼
ら
自
身
の
手

で
そ
れ
を
地
図
上
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
。
聴
取
時
、
聴
取
対

象
以
外
の
人
物
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
。

本
報
告
は
、
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
情
報
を
筆
者
が
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
、
土
獲
得
を
採
土
場
、
土
利
用
を
建
材
製
作
・

糞
尿
処
理
と
し
て
項
目
を
設
け
た
。
そ
し
て
、
聴
取
に
よ
っ
て
遡

及
可
能
な
一
九
四
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
変
遷
を
ま
と

め
た
。
そ
の
時
期
区
分
は
、
一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前

半
の
土
地
私
有
制
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代
の
農

業
集
団
化
、
一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代
の
生
産
責
任
制
で

あ
る
。
上
記
の
項
目
以
外
の
情
報
は
そ
の
他
と
し
て
一
括
し
た
。

二　

調
査
地
概
況

祝
家
荘
は
関
中
平
原
西
部
に
位
置
す
る
（
図
二
）。
祝
家
荘
鎮

の
地
形
は
、
北
部
・
中
部
が
低
山
丘
陵
、
南
部
が
扇
状
地
で
あ
る
。

祝
家
荘
は
北
山
南
麓
に
広
が
る
扇
状
地
の
扇
央
に
あ
り
、
地
勢
が

南
北
に
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
（
図
三
）。
そ
の
地
質
は
厚
い
黄
土

堆
積
層
か
ら
成
り
、
場
所
に
よ
っ
て
礫
層
が
混
じ
る
。
黄
土
は
更

新
世
以
降
の
風
成
シ
ル
ト
や
そ
の
二
次
堆
積
物
で
あ
り
、
極
め
て

侵
食
を
受
け
や
す
い
土
壌
母
材
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
祝
家
荘
一

帯
は
大
小
の
ガ
リ
が
縦
横
に
走
る
。
ガ
リ
の
多
く
は
浅
く
細
長
い
。

と
り
わ
け
大
規
模
な
ガ
リ
は
石
溝
と
呼
ば
れ
、
祝
家
荘
の
西
か
ら

南
を
走
る
。

祝
家
荘
は
温
暖
帯
大
陸
性
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
の
半
湿
潤
地
域
に

属
し
、
明
瞭
な
四
季
を
持
つ
（
任
一
九
八
六
）。
一
九
九
八
〜
二

〇
〇
四
年
に
お
け
る
年
平
均
気
温
が
一
二
・
六
度
、
平
均
年
降
水

量
が
五
九
〇
・
四
㎜
で
あ
る
（
岐
山
县
年
鉴
编
纂
委
员
会
二
〇
〇

一
、
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
）。
南
を
渭
河
と
隔
て

て
秦
峰
山
脈
と
接
す
る
た
め
、
年
降
水
量
は
黄
河
中
流
域
の
な
か

で
も
比
較
的
多
い
。
た
だ
し
、
そ
の
降
水
は
夏
季
に
集
中
す
る
。

ま
た
、
一
九
五
七
〜
一
九
七
〇
年
、
一
九
七
一
〜
一
九
八
〇
年
に

か
け
て
は
、
年
平
均
気
温
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
九
度
、
一
二
・
一

度
で
あ
り
、
平
均
年
降
水
量
が
そ
れ
ぞ
れ
六
二
八
・
六
㎜
、
六
〇

一
・
二
㎜
で
あ
る
（
陕
西
省
革
命
委
员
会
气
象
局
气
象
台
一
九
七

三
、
陕
西
省
气
象
局
资
料
室
一
九
七
五
、
一
九
八
四
ａ
、
ｂ
）。

（
四
六
〇
）　
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四
六
一

最
近
五
〇
年
間
は
気
温
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
降
水
量
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

鎮
政
府
所
蔵
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
の
祝
家
荘
鎮
は
、

六
六
・
二
㎢
の
面
積
を
有
し
、
八
の
行
政
村
・
五
七
の
村
民
小
組

か
ら
成
る
。
祝
家
荘
鎮
を
構
成
す
る
行
政
村
は
、
小
強
、
範
家
営
、

駙
馬
荘
、
岐
陽
、
宮
裏
、
杜
城
、
西
荘
、
戢
武
で
あ
る
（
図
三
）。

祝
家
荘
鎮
は
戸
数
五
四
五
二
戸
・
人
口
二
一
五
〇
〇
人
を
有
す
る
。

そ
の
う
ち
、
非
農
業
人
口
は
一
〇
〇
〇
人
に
も
満
た
な
い
。
農
民

平
均
純
収
入）

7
（

は
三
〇
〇
一
元
で
あ
る
。
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
二

〇
〇
七
年
末
時
点
の
家
畜
数
が
牛
四
六
〇
〇
頭
（
乳
牛
二
六
〇
〇

頭
）、
豚
二
五
〇
〇
〇
頭
、
山
羊
四
五
〇
〇
頭
、
鶏
五
〇
〇
〇
〇

羽
で
あ
る
。

祝
家
荘
鎮
で
は
、
小
強
の
乳
牛
飼
育
、
駙
馬
荘
の
養
豚
、
曹
家

溝
の
肉
牛
飼
育
、
範
家
営
の
総
合
養
殖
、
岐
陽
・
戢
武
の
養
鶏
を

模
範
村
と
し
て
重
点
的
に
開
発
し
て
い
た
（
岐
山
年
鉴
编
纂
委
员

会
二
〇
〇
四
：
二
三
〇
）。
農
業
は
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
二

毛
作
が
中
心
で
あ
る
。
野
菜
・
果
物
・
薬
材
の
栽
培
も
奨
励
し
て

い
た
（
岐
山
年
鉴
编
纂
委
员
会
二
〇
〇
四
：
二
三
〇
）。
二
〇
〇

三
年
の
農
地
面
積
は
三
二
〇
四
九
畝
（
一
畝
六
六
六
・
七
㎥
）
で

あ
る
（
岐
山
年
鉴
编
纂
委
员
会
二
〇
〇
四
：
二
五
九
）。
主
要
農

作
物
の
播
種
面
積
は
、
小
麦
二
九
五
〇
〇
畝
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一

（
四
六
一
）　

図２　祝家荘の位置
　米国陸軍製図局 1957 年作成の 25 万分の１地形図「宝鶏」を改変。
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（
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二
分
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三
二
七
〇
畝
、
リ
ン
ゴ
二
九
〇
〇
畝
、
油
菜
二
二
〇
〇
畝
、
唐
辛

子
一
五
〇
〇
畝
で
あ
る
（
岐
山
年
鉴
编
纂
委
员
会
二
〇
〇
四
：
二

三
〇
、
二
六
〇
）。

祝
家
荘
は
小
強
村
に
属
す
る
（
図
三
）。
鎮
政
府
所
蔵
の
統
計

資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
の
小
強
村
は
一
〇
の
村
民
小
組
、

戸
数
一
一
四
一
戸
・
人
口
四
七
三
七
人
を
有
す
る
。
農
民
平
均
純

収
入
は
三
二
二
四
元
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
末
時
点
の
家
畜
数
は
、

牛
一
三
五
〇
頭
（
乳
牛
一
二
〇
〇
頭
）、
豚
五
〇
〇
〇
頭
、
山
羊

三
五
〇
頭
、
鶏
八
五
〇
羽
で
あ
る
。
ま
た
、
農
地
面
積
は
六
〇
九

〇
畝
で
あ
る
。

聴
取
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
〇
年
代
の
祝
家
荘
に
は
、
現
在
の
祝

西
・
祝
南
に
鄭
氏
、
高
家
に
高
氏
、
王
家
に
王
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
居

住
し
て
い
た
と
い
う
（
Ａ
Ｅ
Ｆ
）。
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
農
業

集
団
化
に
よ
っ
て
、
初
級
農
業
合
作
社
、
高
級
農
業
合
作
社
、
人

民
公
社
が
順
次
成
立
し
た
。
高
級
社
時
期
の
祝
家
荘
に
は
、
祝

西
・
祝
東
の
二
つ
の
生
産
隊
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
（
Ａ
Ｅ

Ｆ
）。
祝
西
は
鄭
氏
で
構
成
さ
れ
、
祝
東
は
高
氏
・
王
氏
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
祝
西
生
産
隊
が
祝
西
・
祝
南
生
産

小
組
、
祝
東
が
高
家
・
王
家
の
生
産
小
組
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て

い
た
と
の
証
言
も
あ
る
（
Ｆ
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
祝
西
・
祝
東

生
産
隊
は
、
人
民
公
社
化
の
後
も
存
続
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
六

（
四
六
二
）　

図３　祝家荘周辺
　旧ソ連 1976 年作製の 10 万分の１地形図「岐山」を改変。地名は聴取で登場した村
落を示す。蒲村、令家、洗馬荘を除き、いずれも祝家荘鎮に属する。
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四
六
三

一
年
の
人
民
公
社
の
改
編
に
よ
っ
て
、
祝
西
・
祝
東
は
そ
れ
ぞ
れ

祝
西
・
祝
南
、
高
家
・
王
家
に
分
隊
し
た
と
さ
れ
る
（
Ａ
〜
Ｆ
）。

一
九
八
四
年
、
人
民
公
社
の
解
体
に
伴
い
、
祝
西
・
祝
南
・
高

家
・
王
家
は
、
生
産
隊
か
ら
村
民
小
組
に
移
行
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
村
民
小
組
は
調
査
時
も
存
続
し
て
い
た
。

三　

証
言

各
人
が
述
べ
た
具
体
的
場
所
は
以
下
の
図
四
〜
一
一
に
示
す
。

（
一
）　

Ａ
家
の
状
況

Ａ
略
歴
（
聴
取
一
二
回
）

祝
南
在
住
。
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
。
男
性
。
都
市
戸
籍
。
Ｂ
の

従
兄
。
祝
家
荘
小
学
、
岐
山
一
区
第
一
完
全
小
学
（
岐
山
県
城
）、

岐
山
中
学
（
岐
山
県
城
）
に
進
学
。
一
九
六
一
〜
一
九
六
五
年
陝

西
師
範
大
学
（
陝
西
省
西
安
市
）
に
在
籍
。
大
学
卒
業
後
は
高
校

教
師
に
な
る
。
一
九
七
〇
〜
一
九
七
二
年
に
北
京
で
働
き
、
帰
郷

後
は
岐
山
中
学
、
益
店
中
学
（
岐
山
県
益
店
鎮
）
に
勤
務
。
二
〇

〇
一
年
退
職
。

一
九
五
九
年
、
岐
山
県
青
化
鎮
出
身
の
妻
と
結
婚
。
三
男
一
女

を
も
う
け
る
。
長
男
は
湖
南
省
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
二
男
は
河
南
省

で
公
務
員
。
長
女
は
嫁
ぎ
、
西
安
市
に
出
稼
ぎ
。
三
男
は
甘
粛
省

蘭
州
市
に
出
稼
ぎ
。

調
査
時
、
妻
と
二
人
で
暮
ら
す
。
耕
作
請
負
地
二
ヶ
所
一
・
三

畝
を
有
し
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
。
家
畜
は
飼
育
せ
ず
。

①
採
土
場

高
所
、
す
な
わ
ち
土
壕
の
崖
で
採
土
し
た
。
崖
で
は
大
量
に
採

土
で
き
る
。
農
地
は
平
坦
な
の
で
大
量
に
採
土
で
き
な
い
。
ま
た
、

崖
土
は
有
機
物
を
含
ま
な
い
心
土
で
あ
る
。
農
地
で
は
養
分
を
含

む
表
土
を
保
全
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
壕
の
崖
で
は
、
崖
下
と
同
じ
高
さ
の
平
地
に
な
る
ま
で
採
土

し
た
。
採
土
し
終
え
た
土
地
は
、
施
肥
を
す
れ
ば
二
〜
三
年
後
に

作
物
を
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
土
壕
内
の
土
地
は
、
地
勢

が
低
く
、
水
分
を
保
持
し
や
す
い
の
で
、
皆
が
好
ん
だ
。

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前
半

祝
家
荘
で
は
、
全
家
が
私
有
採
土
場
を
有
し
て
い
た
。
土
壕
内

は
各
家
の
採
土
場
が
連
な
っ
て
い
た
。
誰
で
も
自
由
に
採
土
し
て

よ
い
土
地
や
共
有
採
土
場
は
な
か
っ
た
。
採
土
場
が
な
け
れ
ば
土

地
を
買
え
ば
よ
か
っ
た）

8
（

。
他
家
の
採
土
場
を
借
り
る
時
は
小
量
の

採
土
に
限
ら
れ
た
。
平
地
や
緩
傾
斜
地
で
「
土
坯
」（
日
干
煉

瓦
）
用
の
土
を
採
る
家
も
あ
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
採
土
し
た
場
所

が
い
た
る
所
に
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
採
土
量
は
少
な
か
っ
た
。

Ａ
家
は
柿
樹
底
、
南
堎
、
場
辺
、
桑
園
三
ヶ
所
、
太
遠
、
楸
樹

（
四
六
三
）　



四
六
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史　
　
　

学　

第
八
五
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第
一-

三
号　

文
学
部
創
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一
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五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

㙭
、
圏
腰
、
柏
樹
㙭
、
西
原
、

澇
池
溝
、
道
南
の
一
三
ヶ
所
三

四
畝
を
有
し
て
い
た
（
図
四
：

Ａ
家
一-

一
三
）。
土
地
改
革

の
時
、
Ａ
家
は
中
農
に
区
分
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
Ａ
家
の
所

有
地
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
Ａ

家
の
採
土
場
は
澇
池
溝
、
道
南

で
あ
り
（
図
四
：
Ａ
家
一
二
、

一
三
）、
そ
の
崖
で
自
家
の
建

材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
要
し
た

土
を
自
分
で
採
っ
た
。
崖
上
も

自
家
の
所
有
地
だ
っ
た
。
自
宅

か
ら
近
い
澇
池
溝
で
主
に
採
土

し
、
遠
い
道
南
で
採
土
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
澇
池

溝
で
採
土
す
る
場
合
は
毎
日
四

〜
五
往
復
し
、
道
南
で
採
土
す

る
場
合
は
毎
日
二
往
復
し
た
。

他
家
の
所
有
地
で
採
土
し
た
り
、

土
を
買
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な

（
四
六
四
）　

図４　1940 年代〜 1950 年代前半の各家の所有地・採土場
　聴取情報を基に作成。所有地の名称は各人による呼称。E家の所有地は土地改革で
２畝増加、増加分の名称・位置は不明。F家の石溝６ヶ所はセメント工場内にあり、
位置を特定できず。
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四
六
五

い
。

一
九
五
〇
年
代
後
半

〜
一
九
七
〇
年
代

農
業
集
団
化
以
降
、

祝
南
は
農
地
の
方
形

化
の
た
め
、
隣
隊
と

交
錯
し
た
土
地
を
交

換
し
た
。
た
だ
し
、

そ
の
面
積
は
多
く
な

か
っ
た
。
祝
南
の
自

留
地
は
、
岐
青
公
路

の
南
側
（
図
五
：
祝

南
四
）
と
祝
南
正
街）

9
（

の
東
側
に
あ
っ
た
。

Ａ
家
の
自
留
地
は
岐

青
公
路
の
南
側
に

あ
っ
た
。
Ａ
家
の
自

留
地
の
位
置
は
ず
っ

と
固
定
さ
れ
て
い
た
。

調
査
時
、
祝
南
の
農

地
は
東
堎
、
澇
池
溝
、

（
四
六
五
）　

図５　2009 年における各村民小組の農地
　聴取情報を基に作成。地塊の名称は各人による呼称。位置不明の地塊は名称のみ。
表中に記載した地塊以外にも聴取できなかった地塊もある。例えば祝西の農地は深胡
洞・講草・大土場のほか、その西側一帯にも広がっていた。1980 年代初頭、各地塊は
耕作請負地として細分・分配された。また、祝南の電站には変電所が建設された。
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南
寺
溝
、
新
荘
路
（
場
辺
）、
新
瓜
地
、

北
面
（
汽
路
東
北
辺
・
公
路
東
）、
深

井
、
汽
路
西
、
大
土
堆
、
南
坪
、
西
原

な
ど
三
五
〇
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
祝
南

一-

三
、
五-

一
二
）。
他
小
組
の
農

地
に
つ
い
て
は
、
祝
西
二
〇
〇
畝
、
高

家
四
〇
〇
畝
、
王
家
三
〇
〇
畝
だ
っ
た
。

祝
南
の
集
団
採
土
場
は
澇
池
溝
の
東

崖
に
あ
っ
た
（
図
六
：
祝
南
）。
生
産

隊
長
の
指
示
で
採
土
地
点
を
変
え
た
。

宅
地
に
近
い
ほ
う
が
土
を
運
び
や
す
い

の
で
、
ま
ず
東
崖
の
北
部
で
採
土
し
、

そ
れ
か
ら
そ
の
南
部
で
採
土
し
た
。
採

土
は
祝
南
の
集
団
採
土
場
に
限
ら
れ
た
。

道
端
の
崖
や
他
隊
の
集
団
採
土
場
で
は

採
土
で
き
な
か
っ
た
。

Ａ
家
は
祝
南
の
集
団
採
土
場
で
自
家

の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土

を
自
分
で
採
っ
た
（
図
六
：
祝
南
）。

自
宅
近
く
の
平
ら
で
な
い
土
地
（
図

六
：
祝
南
一
）
で
少
量
を
採
っ
た
こ
と

（
四
六
六
）　

図６　1950 年代後半〜 1970 年代における各生産隊の採土地点
聴取情報を基に作成。
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六
七

も
あ
る
。
一
九
五
五
年
に
家
を
建
て
た
時
は
、

当
地
の
切
土
（
図
六
：
祝
南
二
）
を
建
材
製

作
に
用
い
た
。
自
家
の
自
留
地
で
採
土
し
た

こ
と
は
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
〇
年
、「
包
産
到
戸
」
が
始
ま
っ

た
。
収
穫
量
が
目
標
量
よ
り
多
け
れ
ば
褒
賞

を
も
ら
え
た
。
一
九
八
二
年
、「
包
幹
到

戸
」
が
始
ま
っ
た
。
祝
南
は
人
口
と
労
働
力

に
応
じ
て
農
地
を
分
配
し
た
。
農
地
を
五
等

級
に
分
け
、
皆
が
順
番
に
肥
え
た
土
地
か
ら

選
ん
だ
。
そ
の
後
、
耕
作
請
負
地
の
小
調
整

が
二
〇
〇
三
年
ま
で
三
年
毎
に
七
回
行
わ
れ

た
。
祝
南
の
集
団
採
土
場
は
、
農
地
分
配
後

も
澇
池
溝
の
東
崖
に
残
さ
れ
た
（
図
七
：
祝

南
）。
祝
南
で
は
皆
が
そ
の
集
団
採
土
場
で

採
土
し
た
。
作
物
を
植
え
な
け
れ
ば
自
家
の

耕
作
請
負
地
で
採
土
し
て
も
よ
か
っ
た
。
二

〇
〇
二
年
に
長
期
耕
作
請
負
が
始
ま
る
と
、

祝
南
の
集
団
採
土
場
は
農
地
と
し
て
分
配
さ

れ
た
。
集
団
採
土
場
を
廃
止
し
た
の
は
、
家

（
四
六
七
）　

図７　1980 年代〜 2000 年代における各村民小組の採土地点
聴取情報を基に作成。
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分
冊
）

畜
の
減
少
、
化
学
肥
料
の
増
加
、「
水
茅
」

（
汲
み
取
り
式
便
所
）
の
普
及
な
ど
で
土
の

需
要
が
減
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Ａ
家
は
農
地
分
配
の
際
、
耕
作
請
負
地
一

一
ヶ
所
八
畝
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
父

母
の
死
去
、
三
男
の
都
市
戸
籍
取
得
な
ど
で

耕
作
請
負
地
が
減
っ
た
。
他
家
と
耕
作
請
負

地
を
交
換
し
た
こ
と
は
な
い
。
調
査
時
の
Ａ

家
の
耕
作
請
負
地
は 

北
面
、
新
荘
路
の

二
ヶ
所
一
・
三
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
祝
南
五
、

七
）。
そ
の
位
置
は
農
地
分
配
か
ら
変
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
。

Ａ
家
は
当
初
、
祝
南
の
集
団
採
土
場
で
自

家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
を

採
っ
た
（
図
七
：
祝
南
）。
道
端
の
崖
や
自

家
の
耕
作
請
負
地
で
採
土
し
た
こ
と
は
な
い
。

一
九
九
四
年
に
自
宅
を
建
て
替
え
て
か
ら
は
、

旧
家
屋
の
廃
材
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
採
土

し
な
く
な
っ
た
。

土
の
売
買
は
調
査
時
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ

は
耕
作
請
負
地
が
長
期
固
定
さ
れ
、
皆
が
土

（
四
六
八
）　

図８　各家の自宅の移転
聴取情報を基に作成。
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九

地
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
集
団
採
土
場
の
廃
止
、
採
土

に
要
す
る
手
間
も
関
係
し
た
。
家
屋
を
建
て

る
家
、
耕
作
請
負
地
に
崖
が
な
い
家
、
土
壕

か
ら
遠
い
家
は
土
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

Ａ
家
は
土
を
買
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、

売
り
手
は
上
営
に
い
た
（
図
三
）。
ト
ラ
ク

タ
ー
一
台
分
の
土
が
一
五
元
だ
っ
た
。
売
り

手
と
の
関
係
が
良
け
れ
ば
代
金
を
払
わ
な
く

て
よ
か
っ
た
。
売
り
手
は
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で

土
を
採
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
買
い
手
の
家
ま

で
運
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
買
い
手
は
彼
ら
が

採
土
す
る
場
所
を
知
ら
な
か
っ
た
。

②
建
材
製
作

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
後
半

Ａ
家
は
Ｂ
家
と
と
も
に
祝
南
正
街
の
坯
房

（
図
八
：
ａ
一
）
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
家

屋
や
土
墻
を
修
繕
し
た
こ
と
は
な
い
。

Ａ
を
含
め
、
誰
も
が
土
坯
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
。「
土
坯
模
」（
底
板
の
な
い
木
製
型

枠
）
を
平
地
に
置
き
、
土
を
入
れ
て
「
錘

（
四
六
九
）　

図９　1950 年代後半〜 1970 年代における各生産隊の飼養室
聴取情報を基に作成。
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子
」（
先
端
に
大
き
な

石
を
取
り
付
け
た
棒
）

で
突
き
固
め
た
。
そ
れ

か
ら
土
坯
模
を
は
ず
し
、

土
坯
を
乾
燥
さ
せ
た
。

土
坯
に
は
麦
類
の
茎
幹

や
草
木
灰
を
加
え
な

か
っ
た
。
土
坯
作
り
の

場
所
は
平
地
な
ら
ど
こ

で
も
よ
か
っ
た
。
普
通

は
自
宅
の
門
前
な
ど
の

自
家
の
所
有
地
だ
っ
た
。

土
炕
は
三
〜
四
年
で

換
え
た
。
土
炕
に
は
炕

土
炕
と
土
坯
炕
が
あ
っ

た
。
炕
土
炕
は
版
築
で

造
り
、
土
坯
炕
は
土
坯

を
積
ん
で
造
っ
た
。
土

炕
全
体
の
交
換
に
要
し

た
土
は
、
ど
ち
ら
も

「
架
子
車
」（
手
押
し

（
四
七
〇
）　

図 10　その他
　聴取情報を基に作成。１ AC中国通信の小水廠、２ ACF小強水廠、３ ABEF五鬼
道の瓦窯、４ ABC澇池溝西崖の瓦窯、５ DF東壕の瓦窯、６ ADF下荘の土坑、７ 
A浴池の土坑、８ ACDEF下荘の澇地、９ ACDEF小学の澇地、10 ACEF鎮政府の
澇地、11 ACEF梁勤武の澇地、12 AEF実寿寺、13 ACF鄭氏祠堂、14 ADF高氏祠堂、
15 ABF祝南の廟、16 ACF祝西の廟。中国通信は企業名、五鬼道は５本の道が交差す
る地点、梁勤武は商店名。実寿寺、鄭氏祠堂、高氏祠堂は農業集団化以降に放棄され
た。2000 年代、祝西・祝南がそれぞれ廟を再建した。
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四
七
一

車
）
二
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
炕
の
交
換
に
用
い
る
土
は
好

き
な
時
に
自
分
で
採
っ
た
。
二
〜
三
月
に
土
炕
を
換
え
た
の
で
、

普
通
は
自
家
の
糞
尿
処
理
に
用
い
る
土
と
一
緒
に
採
っ
た
。
つ
ま

り
、
翌
年
に
土
炕
を
換
え
る
場
合
、
冬
に
例
年
よ
り
多
め
に
採
土

し
、
自
宅
の
門
前
に
積
み
上
げ
た
。
土
炕
の
交
換
は
、
自
分
で
行

う
時
も
あ
れ
ば
、
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
時
も
あ
っ
た
。
土
炕
の

廃
材
は
、
土
糞
の
山
に
加
え
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

一
九
五
五
年
、
Ａ
家
は
現
住
所
に
坯
房
を
建
て
て
移
っ
た
（
図

八
：
ａ
二
）。
そ
の
土
地
は
も
と
も
と
Ａ
家
の
脱
穀
場
だ
っ
た
。

家
屋
の
建
築
に
要
し
た
土
坯
は
、
雨
の
少
な
い
二
〜
三
月
に
そ
の

対
面
（
現
Ｂ
宅
）
で
作
っ
た
。
土
墻
の
建
築
に
要
し
た
土
は
、
一

区
画
あ
た
り
架
子
車
五
〇
〜
六
〇
台
分
だ
っ
た
。
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
土
墻
を
大
量
に
築
い
た
。

土
炕
は
四
〜
五
年
あ
る
い
は
七
〜
八
年
で
換
え
た
。
土
炕
全
体

を
換
え
る
時
も
あ
れ
ば
、
一
部
だ
け
を
換
え
る
時
も
あ
っ
た
。
土

炕
を
換
え
る
季
節
は
暖
か
く
な
る
二
〜
三
月
だ
っ
た
。
自
家
の
土

炕
の
交
換
に
用
い
る
土
坯
は
、
自
分
で
自
由
に
作
れ
た
。
土
坯
作

り
の
場
所
は
通
常
、
祝
南
の
集
団
採
土
場
だ
っ
た
。
自
宅
の
門
前

や
自
家
の
自
留
地
で
も
よ
か
っ
た
。
な
お
、
Ａ
家
が
最
後
に
土
炕

を
換
え
た
の
は
一
九
七
八
年
だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
九
四
年
、
Ａ
が
五
四
歳
の
時
、「
磚
房
」（
煉
瓦
製
家
屋
）

に
建
て
替
え
た
。
そ
の
際
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
一
往
復
五
元
で
借
り

切
っ
て
土
を
運
ん
だ
。
整
地
は
自
分
で
行
っ
た
。
盛
土
に
は
ト
ラ

ク
タ
ー
二
五
台
分）

10
（

の
土
を
要
し
た
。
煉
瓦
は
戢
武
の
郷
営
煉
瓦
工

場
で
生
産
し
た
も
の
で
（
図
三
）、
一
〇
〇
〇
個
あ
た
り
四
〇
〜

五
〇
元
だ
っ
た
。
建
築
費
は
合
わ
せ
て
二
一
〇
〇
元
だ
っ
た
。

③
糞
尿
処
理

土
糞
を
造
っ
た
の
は
、
土
が
い
た
る
所
に
あ
り
、
お
金
が
か
か

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
旱
茅
で
人
糞
尿
を
処
理
し
た
か
ら
で
も
あ

る
。
土
壕
の
土
自
体
は
有
機
物
を
含
ま
な
い
。
し
か
し
、
人
畜
糞

尿
や
あ
ら
ゆ
る
廃
物
を
加
え
て
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
、
土
糞
は
養

分
を
含
む
有
機
肥
料
に
な
っ
た
。
土
糞
の
土
と
糞
の
比
率
は
三
対

一
だ
っ
た
。

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前
半

Ａ
家
は
牛
・
驢
馬
を
一
頭
ず
つ
飼
っ
て
い
た
。
そ
の
畜
舎
に
は

毎
日
土
を
敷
き
詰
め
た
。
一
回
に
用
い
る
土
量
は
多
く
な
か
っ
た
。

自
家
の
牛
・
驢
馬
の
畜
舎
や
便
所
に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
「
大

車
」（
役
畜
が
牽
引
す
る
荷
車
）
二
〇
台
分）

11
（

だ
っ
た
。
自
家
の
土

糞
は
年
間
で
大
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
や
土
糞

は
、
自
宅
門
前
の
「
糞
土
場
」（
堆
肥
場
）
に
積
み
上
げ
た
（
図

（
四
七
一
）　
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自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
冬
に
三
〜
四
日
を
か
け
、

一
年
分
を
ま
と
め
て
採
っ
た
。
冬
は
農
閑
期
で
あ
り
、
地
面
も
凍

る
た
め
、
土
の
運
搬
に
都
合
が
よ
か
っ
た
。
主
に
父
と
祖
父
が

「
鐝
」（
鍬
）・「
鍁
」（
柄
の
長
い
シ
ャ
ベ
ル
）
で
土
を
採
り
、
二

〜
三
頭
の
役
畜
に
大
車
を
牽
か
せ
て
そ
れ
を
運
ん
だ
。
自
家
の
土

糞
は
、
旧
暦
一
一
月
・
一
月
の
地
面
が
凍
る
季
節
に
一
〜
二
日
を

か
け
、
自
家
の
農
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。
土
糞
の
施
用
量
は
、

肥
え
た
土
地
に
多
く
、
遠
い
土
地
に
少
な
く
し
た
。
通
常
、
土
糞

を
農
地
ま
で
運
ん
だ
後
に
採
土
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

土
糞
に
は
極
め
て
多
く
の
土
を
加
え
た
。
当
時
は
出
勤
率
や

「
双
基
本
（
基
本
出
勤
天
数
・
基
本
土
肥
量
）」（
出
勤
日
数
・
土

糞
供
出
量
の
基
準
）
で
食
糧
の
配
給
量
が
決
ま
っ
た
。
生
産
隊
に

土
糞
を
供
出
し
た
の
は
、
化
学
肥
料
が
日
本
産
の
尿
素
し
か
な
く
、

極
め
て
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
家
で
は
土
糞
供
出
量
を

確
保
す
る
た
め
、
土
の
比
率
を
四
〜
五
対
一
に
増
や
し
、
養
分
が

薄
く
な
っ
た
土
糞
を
大
量
に
造
っ
た
。

一
九
五
五
〜
一
九
七
五
年
、
祝
南
は
旧
Ａ
宅
な
ど
個
人
の
建
物

を
借
り
て
飼
養
室
に
し
て
い
た
。
一
九
七
五
年
、
祝
南
の
飼
養
室

を
祝
南
正
街
の
脱
穀
場
に
建
て
た
（
図
九
：
祝
南
）。
も
し
飼
養

室
が
澇
池
溝
に
あ
れ
ば
、
土
の
運
搬
に
は
都
合
が
よ
い
。
し
か
し
、

宅
地
か
ら
遠
い
う
え
、
土
糞
を
土
壕
の
外
に
運
び
上
げ
た
り
、
飼

料
を
土
壕
内
に
運
び
入
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
余
計
に
手

間
が
か
か
る
。

祝
南
の
飼
養
室
で
は
牛
・
驢
馬
な
ど
役
畜
を
二
〇
〜
三
〇
頭

飼
っ
て
い
た
。
専
任
者
が
そ
れ
ら
を
管
理
し
た
。
飼
養
室
に
要
し

た
土
は
、
毎
日
架
子
車
二
台
分
だ
っ
た
。
飼
養
室
に
要
し
た
土
は
、

皆
で
冬
の
農
閑
期
に
一
年
分
を
ま
と
め
て
採
っ
た
。
採
土
に
は
一

〇
日
前
後
か
か
っ
た
。
一
日
ご
と
に
交
替
し
な
が
ら
、
毎
日
十
数

（
四
七
二
）　

図 11　1940 年代におけるA宅の見取図
Aによる作図を基に作成。
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人
が
朝
・
午
後
に
一
〇
回
前
後
ず
つ
往
復
し
た
。
飼
養
室
の
土
糞

は
、
冬
の
農
閑
期
に
一
〇
日
を
か
け
、
皆
で
自
隊
の
農
地
ま
で
運

ん
だ
。
飼
養
室
の
土
や
土
糞
は
、
飼
養
室
の
傍
の
糞
場
に
積
み
上

げ
た
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
架
子
車
を

用
い
た
。

Ａ
家
は
豚
を
一
頭
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
豚
小
屋
や
便
所
に
要

し
た
土
は
、
年
間
で
架
子
車
七
〇
〜
八
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の

土
糞
は
年
間
で
架
子
車
七
〇
〜
一
〇
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土

や
土
糞
は
自
宅
門
前
に
積
み
上
げ
た
。
自
家
の
糞
場
（
脱
穀
場
）

や
自
隊
の
集
団
糞
場
に
積
み
上
げ
る
家
も
あ
っ
た
。

Ａ
家
が
自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
冬
に
一
年
分
を
ま

と
め
て
自
分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
、
冬
の
農
閑
期
、
飼
養

室
の
土
糞
を
運
び
終
え
た
後
に
一
〜
二
日
を
か
け
、
自
家
の
自
留

地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
三
年
頃
、
化
学
肥
料
は
一
袋
九
元
だ
っ
た
。
ま
た
、
一

九
九
〇
年
代
か
ら
は
燐
酸
肥
料
も
用
い
た
。
調
査
時
は
炭
酸
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
一
袋
（
五
〇
㎏
）
と
燐
酸
肥
料
一
袋
（
五
〇
㎏
）
が
合

わ
せ
て
七
〇
元
だ
っ
た
。
Ａ
家
は
そ
れ
ら
を
一
・
三
畝
の
土
地
に

年
間
で
七
〜
八
袋
施
用
し
て
い
た
。

一
九
九
七
年
、
小
強
水
廠
が
開
業
し
（
図
一
〇
：
二
）、
便
所

を
水
茅
に
改
め
る
家
が
増
え
た
。
た
だ
し
、
Ａ
家
は
調
査
時
も
旱

茅
を
用
い
て
い
た
。

Ａ
家
は
子
ど
も
の
学
費
を
稼
ぐ
た
め
に
豚
を
二
頭
飼
っ
て
い
た
。

毎
日
豚
小
屋
に
土
を
敷
き
詰
め
、
汚
れ
た
糞
や
土
を
取
り
除
き
、

尿
に
土
を
か
ぶ
せ
た
。
二
〇
〇
二
年
、
出
稼
ぎ
で
人
手
が
足
り
な

く
な
り
、
養
豚
を
や
め
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
採
土
に
か
か

る
労
力
を
省
く
た
め
、
土
糞
に
加
え
る
土
の
割
合
が
低
く
な
っ
た
。

自
家
の
豚
小
屋
や
便
所
に
要
し
た
土
は
、
二
〇
〇
二
年
以
前
が
年

間
で
架
子
車
二
四
台
分
、
二
〇
〇
二
年
以
降
が
架
子
車
七
〜
八
台

分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
一
九
八
〇
年
代
が
年
間
で
架
子
車
四

〇
〜
五
〇
台
分
、
一
九
九
〇
年
代
が
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。

自
家
の
土
や
土
糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
み
上
げ
た
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
が
少
な
く
な
り
、
Ａ
家
は
随
時

自
分
で
採
土
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
宅
の
土
堆
を

使
い
終
え
る
た
び
に
架
子
車
一
〜
二
台
分
を
採
っ
た
。
一
九
九
四

年
か
ら
は
旧
家
屋
の
廃
材
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
採
土
し
な
く

な
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
冬
に
一
〜
二
日
を
か
け
、
自
家
の
耕
作

請
負
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
架
子
車
を

用
い
た
。

④
そ
の
他

瓦
窯

（
四
七
三
）　
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一
九
四
〇
年
代
、
五
鬼
道
に
瓦
窯
が
三
基
あ
っ
た
（
図
一
〇
：

三
）。
そ
の
う
ち
の
一
基
は
祝
南
の
も
の
で
、
他
が
徐
家
の
も
の

だ
っ
た
（
図
三
）。
瓦
窯
で
用
い
た
土
は
そ
の
傍
の
土
壕
で
採
っ

た
。
そ
の
採
土
量
は
多
く
な
か
っ
た
。
農
業
集
団
化
の
際
、
祝
南

は
瓦
窯
の
土
地
を
高
家
に
譲
っ
た
。
一
九
六
一
年
、
祝
南
は
澇
池

溝
西
崖
に
瓦
窯
を
新
設
し
た
（
図
一
〇
：
四
）。
そ
の
瓦
窯
で
は
、

河
南
省
洛
陽
市
か
ら
来
る
専
任
者
が
手
作
業
で
瓦
や
煉
瓦
を
少
量

作
っ
た
。
彼
ら
は
毎
年
一
〇
〜
一
一
月
に
小
麦
を
播
い
て
か
ら
祝

家
荘
を
訪
れ
、
瓦
や
煉
瓦
を
作
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
三

〜
五
月
に
小
麦
を
収
穫
し
て
か
ら
再
度
や
っ
て
来
て
、
そ
れ
ら
を

焼
い
た
。
一
九
六
五
年
、
煉
瓦
を
機
械
で
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、

澇
池
溝
西
崖
の
瓦
窯
は
閉
鎖
し
た
。

「
平
整
土
地
」（
農
地
の
水
平
化
）

一
九
七
〇
年
代
、
灌
漑
の
た
め
に
農
地
の
方
形
化
・
水
平
化
を

行
っ
た
。
祝
南
の
土
地
で
は
岐
青
公
路
と
南
寺
溝
（
図
五
：
祝
南

三
）
の
間
の
土
地
や
新
荘
路
を
均
し
た
（
図
五
：
祝
南
五
）。
そ

の
際
の
切
土
は
盛
土
に
用
い
、
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
用
い
な

か
っ
た
。
切
土
に
際
し
て
、
養
分
を
含
む
表
土
に
注
意
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
各
家
は
北
面
や
大
土
堆
に

あ
る
自
家
の
耕
作
請
負
地
を
自
分
で
均
し
た
（
図
五
：
祝
南
七
、

一
〇
）。

土
坑
の
埋
め
立
て

下
荘
や
浴
池
に
は
土
坑
が
あ
っ
た
（
図
一
〇
：
六
、
七
）。
解

放
前
、
ど
ち
ら
の
土
坑
に
も
所
有
者
が
い
た
。
そ
れ
ら
の
土
坑
は

土
や
廃
棄
物
で
徐
々
に
埋
も
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
、
浴
池
の
土

坑
は
澇
池
溝
の
西
崖
の
土
を
用
い
て
埋
め
立
て
た
。

「
澇
池
」（
溜
池
）

下
荘
、
小
学
、
鎮
政
府
、
梁
勤
武
に
澇
地）

12
（

が
あ
っ
た
（
図
一

〇
：
八-

一
一
）。
い
ず
れ
も
面
積
六
〇
〜
八
〇
㎡
、
深
さ
約
一

ｍ
だ
っ
た
。
下
荘
、
小
学
、
梁
勤
武
の
澇
地
は
一
九
四
〇
年
代
か

ら
存
在
し
、
改
修
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
鎮
政
府
の
澇
池
は
一

九
五
九
年
に
建
設
し
た
。
そ
の
土
地
は
も
と
も
と
利
用
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
土
地
で
あ
り
、
洪
水
の
通
り
道
で
も
あ
っ
た
。
新
た
に

澇
地
を
建
設
し
た
の
は
、
他
の
澇
池
が
小
さ
か
っ
た
う
え
、
祝
南

の
飼
養
室
か
ら
も
離
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
澇
池
の
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
方
形
の
坑
を
掘
り
、「
黄
澆
泥
」）

13
（

を
そ
の
側
面
と
底

面
に
敷
き
つ
め
た
。
黄
澆
泥
は
粒
子
が
細
か
く
、
透
水
性
が
低
い

土
で
あ
る
。

澇
池
は
解
放
前
も
農
業
社
時
期
も
共
有
の
も
の
だ
っ
た
。
誰
で

も
澇
地
を
利
用
で
き
た
。
祝
南
で
は
鎮
政
府
の
澇
池
で
家
畜
に
水

を
与
え
、
洗
濯
し
、
水
遊
び
を
し
た
。
た
だ
し
、
Ａ
家
は
澇
池
を

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
。
澇
池
の
水
を
灌
漑
に
用
い
た
り
、
底
土

（
四
七
四
）　



関
中
平
原
・
祝
家
荘
に
お
け
る
肥
料
用
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獲
得
・
利
用
に
関
す
る
聴
取
調
査

四
七
五

を
浚
っ
た
り
し
た
こ
と
も
な
い
。

一
九
七
〇
年
代
、
小
型
水
廠
で
水
道
水
の
汲
み
上
げ
が
始
ま
る

と
、
皆
は
し
だ
い
に
澇
地
を
利
用
し
な
く
な
っ
た
（
図
一
〇
：

一
）。
そ
の
後
、
澇
池
は
農
地
に
戻
り
、
徐
々
に
埋
も
れ
た
。
一

九
八
〇
年
代
、
鎮
政
府
の
澇
地
は
劇
場
や
会
議
室
を
建
て
る
た
め

に
埋
め
立
て
た
。

洪
水
と
土
壕

澇
池
溝
は
も
と
も
と
洪
水
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
（
図
五
：
祝

南
二
）。
澇
池
溝
の
名
称
は
小
学
の
澇
地
に
由
来
す
る 

（
図
一

〇
：
九
）。
そ
の
澇
地
は
洪
水
の
通
り
道
に
あ
っ
た
。
北
寺
溝
は

も
と
も
と
更
に
長
く
（
図
五
：
王
家
七
、
八
）、
農
道
で
分
断
さ

れ
る
ま
で
洪
水
が
多
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
末
、
澇
池
溝
は
洪

水
に
よ
っ
て
二
〜
三
回
浸
水
し
た
こ
と
が
あ
る
。
洪
水
が
北
寺
溝

な
ど
か
ら
澇
池
溝
に
流
れ
込
む
一
方
、
そ
の
傍
ら
で
人
々
が
採
土

し
、
窰
洞
を
掘
っ
て
住
み
つ
い
た
。
そ
し
て
、
澇
池
溝
は
ま
す
ま

す
拡
が
っ
た
。

寺
溝一

九
四
〇
年
代
、
北
寺
溝
や
南
寺
溝
は
廟
地
だ
っ
た
（
図
五
：

王
家
七
、
八
、
祝
南
三
）。
王
家
の
東
の
崖
上
に
実
寿
寺
が
あ
り

（
図
一
〇
：
一
二
）、
そ
の
廟
会
が
土
地
を
二
〜
三
畝
有
し
て
い
た
。

地
下
水

祝
家
荘
で
は
一
九
五
八
年
以
降
、
灌
漑
用
井
戸
を
掘
っ
た
。
一

九
七
〇
年
代
か
ら
は
「
機
井
」（
ポ
ン
プ
井
戸
）
を
用
い
た
。
灌

漑
用
井
戸
は
五
〜
六
回
掘
っ
た
。
水
源
不
足
に
よ
っ
て
地
下
水
位

が
下
降
し
、
井
戸
を
次
々
と
放
棄
し
た
か
ら
で
あ
る
。
井
戸
の
深

さ
は
五
〇
ｍ
、
七
〇
ｍ
、
一
五
〇
ｍ
と
ま
す
ま
す
深
く
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
掘
削
し
た
井
戸
は
深
さ
六
〇
〜
一
五
〇
ｍ

で
あ
り
、
調
査
時
も
使
用
で
き
た
。
調
査
時
の
Ａ
宅
の
地
下
水
位

の
深
さ
は
三
六
ｍ
だ
っ
た
。
小
強
水
廠
の
井
戸
の
深
さ
は
一
五
〇

ｍ
だ
っ
た
（
図
一
〇
：
二
）。

（
二
）　

Ｂ
家
の
状
況

Ｂ
略
歴
（
聴
取
三
回
）

祝
南
在
住
。
一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
男
性
。
都
市
戸
籍
。
Ａ
の

従
弟
。
一
九
五
〇
〜
一
九
六
〇
年
に
祝
家
荘
小
学
、
一
九
六
一
〜

一
九
六
三
年
に
益
店
初
中
（
岐
山
県
益
店
鎮
）、
一
九
六
四
〜
一

九
六
六
年
に
岐
山
高
中
（
岐
山
県
城
）
に
在
籍
。
文
化
大
革
命
に

よ
っ
て
大
学
進
学
で
き
ず
。
高
校
の
物
理
教
師
に
な
る
。
一
九
七

〇
〜
一
九
八
〇
年
に
祝
家
荘
鎮
範
家
営
村
（
図
三
）、
一
九
八
〇

〜
一
九
八
八
年
に
岐
山
高
中
、
一
九
八
八
年
か
ら
益
店
高
中
（
岐

山
県
益
店
鎮
）
に
勤
務
。
一
九
八
六
〜
一
九
八
九
年
、
教
職
の
傍

ら
、
陝
西
教
育
学
院
に
在
籍
。
二
〇
〇
七
年
退
職
。
二
〇
〇
八
年

（
四
七
五
）　
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帰
郷
。

一
九
七
〇
年
、
岐
山
県
青
化
鎮
出
身
の
妻
と
結
婚
。
一
男
一
女

を
も
う
け
る
。
妻
は
一
九
七
四
〜
一
九
八
四
年
、
祝
南
の
婦
女
隊

長
を
務
め
る
。
長
男
は
宝
鶏
市
で
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤
務
。
長
女
は
嫁

ぐ
。調

査
時
、
母
、
妻
と
三
人
で
暮
ら
す
。
耕
作
請
負
地
四
ヶ
所

一
・
六
畝
を
有
し
て
い
た
が
、
労
働
力
不
足
か
ら
祝
南
の
他
家
に

一
畝
五
〇
元
で
貸
し
て
い
た
。
家
畜
は
飼
育
せ
ず
。

①
採
土
場

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

祝
南
の
自
留
地
は
南
堎
に
あ
っ
た
（
図
五
：
祝
南
四
）。
そ
の

位
置
は
ず
っ
と
固
定
さ
れ
て
い
た
。
調
査
時
、
祝
南
の
農
地
は
東

堎
、
澇
池
溝
、
南
寺
溝
、
南
堎
、
北
面
、
南
坪
な
ど
四
〇
〇
畝
強

だ
っ
た
（
図
五
：
祝
南
一
、
二
、
四
、
七
、
一
一
）。
電
站
も
祝

南
の
農
地
だ
っ
た
が
、
後
に
変
電
所
が
建
設
さ
れ
た
（
図
五
：
祝

南
一
三
）。

祝
南
の
集
団
採
土
場
は
、
澇
池
溝
の
東
崖
に
あ
っ
た
（
図
六
：

祝
南
）。

Ｂ
家
は
祝
南
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
六
：
祝
南
）。
自
宅
近
く
の

平
ら
で
な
い
土
地
で
採
土
し
た
こ
と
も
あ
る
（
図
六
：
祝
南
三
）。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
三
年
、
祝
南
は
人
口
と
労
働
力
に
応
じ
て
農
地
を
分
配

し
た
。
そ
の
際
、
祝
南
の
集
団
採
土
場
は
澇
池
溝
の
東
崖
に
残
さ

れ
た
（
図
七
：
祝
南
）。
祝
南
で
は
皆
が
自
隊
の
集
団
採
土
場
で

採
土
し
た
。
一
九
九
八
年
、
土
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
祝
南
の
集

団
採
土
場
を
廃
止
し
て
農
地
と
し
て
分
配
し
た
。
ま
た
、
自
家
の

耕
作
請
負
地
で
採
土
す
る
家
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
少
量

の
採
土
に
限
ら
れ
た
。

Ｂ
家
は
農
地
分
配
の
際
、
東
堎
二
ヶ
所
、
澇
池
溝
、
南
坪
、
電

站
、
北
面
三
ヶ
所
の
八
ヶ
所
四
・
七
畝
を
受
け
取
っ
た
（
図
五
：

祝
南
一
、
二
、
七
、
一
一
、
一
三
）。
そ
の
後
、
Ｂ
家
の
耕
作
請

負
地
は
、
弟
と
の
分
家
、
長
男
の
都
市
戸
籍
取
得
、
長
女
の
結
婚

な
ど
で
減
っ
た
。
耕
作
請
負
地
を
交
換
し
た
こ
と
は
な
い
。
二
〇

〇
三
年
か
ら
祝
南
の
他
家
に
耕
作
請
負
地
を
一
畝
五
〇
元
で
貸
し

出
し
た
。
調
査
時
の
Ｂ
家
の
請
負
耕
作
地
は
、
東
堎
二
ヶ
所
、
澇

池
溝
、
南
坪
の
四
ヶ
所
一
・
六
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
祝
南
一
、
二
、

一
一
）。

Ｂ
家
は
祝
南
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
七
：
祝
南
）。
自
家
の
耕
作

請
負
地
で
採
土
し
た
こ
と
は
な
い
。

調
査
時
、
集
団
採
土
場
が
な
く
な
り
、
皆
が
土
を
買
う
よ
う
に

（
四
七
六
）　
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七

な
っ
た
。
Ｂ
家
は
土
を
買
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
売
り
手
は

上
営
に
い
た
（
図
三
）。
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
分）

14
（

の
土
が
一
五
元

だ
っ
た
。

②
建
材
製
作

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

Ｂ
家
は
、
Ａ
家
と
と
も
に
祝
南
正
街
の
坯
房
に
住
ん
で
い
た

（
図
八
：
ａ
一
）。
一
九
五
五
年
に
Ａ
家
が
分
家
し
た
後
も
そ
こ
に

住
み
続
け
た
。
そ
の
家
屋
や
土
墻
を
修
繕
し
た
こ
と
は
な
い
。
一

九
七
九
年
、
現
住
所
に
坯
房
を
建
て
て
移
っ
た
（
図
八
：
ｂ
二
）。

そ
れ
に
要
し
た
土
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
運
ん
だ
。
坯
房
の
土
壁
は
、

合
わ
せ
て
一
〇
区
画
築
い
た
。
一
区
画
あ
た
り
土
坯
五
〇
〇
個
を

要
し
た
。
雨
の
少
な
い
二
〜
三
月
、
祝
南
の
集
団
採
土
場
で
土
坯

を
作
り
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
持
ち
帰
っ
た
。
土
墻
は
二
〇
区
画
築

い
た
。
一
区
画
あ
た
り
ト
ラ
ク
タ
ー
八
台
分
の
土
を
要
し
た
。
土

墻
は
木
材
で
土
を
囲
み
、
錘
子
で
そ
れ
を
突
き
固
め
な
が
ら
、
土

を
積
み
重
ね
て
築
い
た
。
家
屋
や
土
墻
の
建
築
は
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
。

土
炕
は
通
常
、
五
〜
六
年
で
換
え
た
。
土
炕
の
交
換
に
は
土
坯

二
〇
〇
個
を
要
し
た
。
自
家
の
土
炕
の
交
換
に
用
い
る
土
坯
は
、

祝
南
の
集
団
採
土
場
で
自
ら
作
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

二
〇
〇
三
年
四
月
、
磚
房
に
建
て
替
え
た
。
そ
の
際
、
水
が
溜

ま
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
三
〇
〇
〇
元
か
け
て
盛
土
し
た
。

③
糞
尿
処
理

昔
は
化
学
肥
料
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
土
糞
を
造
っ
た
。

土
糞
は
人
畜
糞
尿
と
土
を
交
互
に
一
層
ず
つ
積
み
上
げ
、
切
り
返

し
を
し
て
発
酵
さ
せ
た
。
土
糞
の
土
と
糞
の
比
率
は
二
対
一
だ
っ

た
。
昔
は
ど
の
家
も
役
畜
を
飼
っ
て
い
て
、
糞
尿
処
理
に
要
し
た

土
が
特
に
多
か
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

祝
南
の
飼
養
室
は
祝
南
正
街
に
あ
っ
た
（
図
九
：
祝
南
）。

祝
南
の
飼
養
室
で
は
、
牛
を
中
心
と
し
た
役
畜
三
〇
〜
四
〇
頭

を
飼
っ
て
い
た
。
飼
養
室
は
専
任
者
二
人
が
管
理
し
た
。
飼
養
室

に
要
し
た
土
は
毎
日
二
〜
三
㎥
だ
っ
た
。
飼
養
室
に
要
し
た
土
は
、

皆
で
冬
に
一
ヶ
月
を
か
け
て
一
年
分
を
ま
と
め
て
採
っ
た
。
男
性

が
土
を
掘
り
、
女
性
が
そ
れ
を
架
子
車
で
運
ん
だ
。
ま
た
、
飼
養

室
の
土
糞
は
年
間
で
八
〇
〇
㎥
だ
っ
た
。
春
節
後
に
十
数
日
を
か

け
、
飼
養
室
の
土
糞
を
皆
で
自
隊
の
農
地
ま
で
運
ん
だ
。
飼
養
室

の
土
や
土
糞
は
飼
養
室
の
傍
に
積
み
上
げ
た
。

Ｂ
家
は
豚
を
一
〜
二
頭
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
豚
小
屋
と
便
所

に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
六
〜
七
㎥
だ
っ
た
。
ま
た
、
自
家
の
土

糞
は
年
間
で
一
〇
㎥
だ
っ
た
。
自
家
の
土
や
土
糞
は
通
常
、
自
宅

（
四
七
七
）　
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裏
門
前
の
「
糞
土
街
」（
各
家
が
堆
肥
場
を
設
け
た
街
路
）
に
積

み
上
げ
た
。
表
門
前
で
も
よ
か
っ
た
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
少
な
く
、
随
時
自
分
で
採
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
自
家
の
土
堆
を
使
い
終
え
る
た
び
に
架
子
車
三

〜
四
台
分
を
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
春
節
後
に
一
〜
二
日
を
か

け
、
自
家
の
自
留
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。
土
や
土
糞
は
架
子
車

で
運
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

Ｂ
家
は
家
畜
を
飼
っ
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
以
前
、
自

家
の
便
所
に
要
し
た
土
は
年
間
で
三
㎥
だ
っ
た
。
そ
れ
に
要
し
た

土
は
、
自
宅
の
土
堆
を
使
い
終
え
る
た
び
に
随
時
自
分
で
採
っ
た
。

自
家
の
土
糞
は
年
間
で
四
〜
五
㎥
だ
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
家
を

建
て
替
え
た
時
、
便
所
を
水
茅
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
土
を
全
く

用
い
な
く
な
り
、
人
糞
尿
も
友
人
に
売
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
そ
の
他

瓦
窯一

九
六
〇
年
代
、
徐
家
の
東
に
祝
南
の
瓦
窯
が
あ
っ
た
（
図
一

〇
：
三
）。
一
九
七
〇
年
代
、
澇
池
溝
西
崖
に
祝
南
の
瓦
窯
が

あ
っ
た
（
図
一
〇
：
二
）。
瓦
窯
で
用
い
た
土
は
瓦
窯
付
近
の
崖

で
採
っ
た
。

平
整
土
地

平
整
土
地
は
主
に
一
九
七
〇
年
代
に
行
っ
た
。
毎
日
三
〇
〇
人

余
が
手
作
業
で
農
地
を
均
し
た
。
祝
南
の
土
地
で
は
南
堎
の
西
側

を
均
し
た
（
図
五
：
祝
南
四
）。

（
三
）　

Ｃ
家
の
状
況

Ｃ
略
歴
（
聴
取
六
回
）

祝
西
在
住
。
一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
男
性
。
一
九
六
一
年
、
祝

家
荘
小
学
に
進
学
。
出
稼
ぎ
な
ど
非
農
業
経
験
は
特
に
な
い
。
農

閑
期
に
祝
家
荘
で
家
屋
建
築
に
従
事
。
村
民
小
組
（
生
産
隊
）
の

役
職
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
。

一
九
八
〇
年
、
陝
西
省
安
康
市
出
身
の
妻
と
結
婚
。
一
男
一
女

を
も
う
け
る
。
長
男
は
二
〇
〇
八
年
に
結
婚
。

調
査
時
、
母
、
妻
、
長
男
夫
妻
、
孫
と
六
人
で
暮
ら
す
。
耕
作

請
負
地
二
ヶ
所
四
畝
を
有
し
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
に
栽

培
。
豚
八
頭
を
飼
育
。

①
採
土
場

土
壕
の
崖
で
、
崖
下
と
同
じ
高
さ
の
平
地
に
な
る
ま
で
採
土
し

た
。
土
壕
内
は
も
と
も
と
平
ら
で
な
か
っ
た
が
、
採
土
に
よ
っ
て

少
し
ず
つ
平
地
に
な
っ
た
。
養
分
を
含
む
表
土
が
な
く
な
っ
た
が
、

燐
酸
肥
料
を
施
用
し
て
二
〜
三
年
後
に
は
採
土
前
と
変
わ
ら
な
く

な
っ
た
。

（
四
七
八
）　
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四
七
九

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

農
業
集
団
化
以
降
、
祝
西
は
農
地
の
方
形
化
の
た
め
に
隣
隊
と

土
地
を
交
換
し
た
。
そ
の
際
、
王
家
か
ら
深
胡
洞
内
の
土
地
を
受

け
取
っ
た
（
図
五
：
祝
西
一
）。
祝
西
の
自
留
地
は
五
〜
六
年
ご

と
に
調
整
し
た
。
自
留
地
内
で
各
家
の
分
を
調
整
す
る
時
も
あ
れ

ば
、
自
留
地
全
体
を
移
す
時
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
祝
西
の
農
地

は
鎮
区
建
設
な
ど
で
減
っ
た
。
特
に
二
〇
〇
八
年
の
セ
メ
ン
ト
工

場
の
建
設
で
は
、
農
地
九
八
畝
が
一
畝
一
二
〇
〇
〇
元
の
補
償
で

収
用
さ
れ
た
。
調
査
時
、
祝
西
の
農
地
は
深
胡
洞
、
講
草
、
大
土

場
な
ど
だ
っ
た
（
図
五
：
祝
西
一-
三
）。

祝
西
の
集
団
採
土
場
は
大
土
場
に
あ
っ
た
（
図
六
：
祝
西
）。

生
産
隊
長
が
採
土
す
る
場
所
を
決
め
た
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は

大
土
場
の
最
深
部
の
北
崖
で
採
土
し
た
。
そ
こ
が
平
地
に
な
っ
た

の
で
、
一
九
七
〇
年
代
は
大
土
場
・
深
胡
洞
間
の
高
所
の
南
崖
で

採
土
し
た
。
大
土
場
の
他
の
場
所
は
、
崖
が
高
く
て
採
土
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
道
端
の
崖
で
は
自
由
に
採
土
で
き
な
か
っ
た
。

他
隊
の
土
地
で
採
土
し
た
こ
と
も
な
い
。

Ｃ
家
は
祝
西
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
六
：
祝
西
）。
梁
勤
武
の
澇

池
の
傍
で
採
土
し
た
こ
と
も
あ
る
（
図
六
：
祝
西
一
）。
自
家
の

自
留
地
で
採
土
し
た
こ
と
は
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
二
年
冬
、
祝
西
は
人
口
に
応
じ
て
農
地
を
分
配
し
た
。

農
地
は
抽
選
に
よ
っ
て
分
配
し
た
。
そ
の
後
、
耕
作
請
負
地
の
小

調
整
を
三
年
毎
に
行
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
耕
作
請
負
地
の
三

〇
年
不
変
が
決
ま
っ
た
。
祝
西
の
集
団
採
土
場
は
一
九
八
〇
年
代

か
ら
深
胡
洞
の
西
崖
に
移
っ
た
（
図
七
：
祝
西
）。
そ
の
集
団
採

土
場
は
調
査
時
も
存
続
し
て
い
た
。
耕
作
請
負
地
の
調
整
の
際
、

集
団
採
土
場
の
範
囲
も
調
整
し
た
。
祝
西
で
は
皆
が
自
隊
の
集
団

採
土
場
で
採
土
し
た
。
道
端
の
崖
は
、
他
家
の
耕
作
請
負
地
で
あ

る
た
め
、
自
由
に
採
土
で
き
な
か
っ
た
。

Ｃ
家
は
農
地
分
配
の
時
、
耕
作
請
負
地
六
ヶ
所
五
畝
強
を
受
け

取
っ
た
。
一
九
八
三
年
七
月
に
弟
と
分
家
し
た
時
、
そ
れ
ら
を
両

家
で
分
け
た
。
Ｃ
家
の
耕
作
請
負
地
は
、
耕
作
請
負
地
の
調
整
を

経
て
も
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
他
家
と
耕
作
請
負
地
の

貸
し
借
り
を
し
た
こ
と
も
な
い
。
調
査
時
の
Ｃ
家
の
耕
作
請
負
地

は
、
大
土
場
、
講
草
の
二
ヶ
所
四
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
祝
西
二
、

三
）。Ｃ

家
は
祝
西
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
採
っ
た
（
図
七
：
祝
西
）。
一
九
九
三
年
と
二
〇

〇
五
年
に
家
を
建
て
た
時
は
、
当
地
の
切
土
（
図
七
：
祝
西
一
）

や
旧
宅
の
土
墻
を
用
い
た
。
自
家
の
耕
作
請
負
地
は
平
地
な
の
で

（
四
七
九
）　
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採
土
し
た
こ
と
が
な
い
。

調
査
時
、
土
の
売
買
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
耕
作
請

負
地
の
長
期
固
定
が
決
ま
り
、
皆
が
土
地
を
大
切
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
大
量
の
土
が
必
要
な
く
な
り
、
多

く
の
村
民
小
組
が
集
団
採
土
場
を
廃
止
し
た
こ
と
も
あ
る
。
耕
作

請
負
地
に
崖
が
な
い
家
、
大
量
の
土
が
必
要
な
家
は
土
を
買
う
よ

う
に
な
っ
た
。
売
り
手
は
上
営
に
い
た
（
図
三
）。
連
絡
す
れ
ば
、

彼
ら
は
い
つ
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
で
土
を
運
ん
で
来
た
。
ト
ラ
ク

タ
ー
一
台
分
の
土
が
一
八
元
だ
っ
た
。
Ｃ
家
は
毎
年
ト
ラ
ク
タ
ー

一
台
分
の
土
を
買
っ
て
い
た
。
Ｃ
家
は
祝
西
の
集
団
採
土
場
で
も

採
土
で
き
た
。
し
か
し
、
手
間
と
時
間
を
考
慮
し
、
自
分
で
採
土

し
な
く
な
っ
た
。

②
建
材
製
作

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

Ｃ
家
は
郷
政
府
の
傍
の
坯
房
に
住
ん
で
い
た
（
図
八
：
ｃ
一
）。

そ
の
家
屋
や
土
墻
を
修
繕
し
た
こ
と
は
な
い
。

Ｃ
を
含
め
て
誰
も
が
土
坯
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
土
坯
は
土

を
木
製
の
型
枠
と
錘
子
で
押
し
固
め
て
作
り
、
そ
れ
か
ら
乾
燥
さ

せ
た
。
土
坯
作
り
は
平
地
で
行
っ
た
。
普
通
は
祝
西
の
集
団
採
土

場
で
土
坯
を
作
り
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
。
自

宅
の
門
前
で
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
家
で
用
い
る
土
坯
は
各
家

が
自
由
に
作
れ
た
。
一
日
の
任
務
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
そ
の
た
め

の
土
を
採
り
に
行
っ
た
。
二
〜
三
月
に
土
坯
を
作
る
家
も
あ
れ
ば
、

七
〜
八
月
に
作
る
家
も
あ
っ
た
。

土
炕
は
普
通
、
三
〜
四
年
で
換
え
た
。
七
〜
八
年
の
時
も
あ
っ

た
。
暖
か
く
な
っ
た
春
、
自
分
で
自
家
の
土
炕
を
換
え
た
。
そ
れ

に
要
し
た
土
は
架
子
車
一
三
〜
一
五
台
分
だ
っ
た
。
ま
た
、
土
竃

が
壊
れ
た
時
、
そ
の
交
換
に
は
土
坯
一
〇
〇
個
強
を
要
し
た
。
土

炕
・
土
竃
の
廃
土
は
土
糞
の
山
に
加
え
た
。

土
墻
は
一
層
ず
つ
土
を
突
き
固
め
て
築
い
た
。
生
産
隊
で
各
家

の
土
墻
を
築
き
直
し
、
土
墻
の
廃
土
を
肥
料
に
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

祝
家
荘
の
宅
地
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
急
速
に
拡
大
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
家
族
が
多
く
な
っ
て
分
家
す
る
家
が
増
え
た
こ
と
、
家
を

建
て
る
た
め
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
家
を
建

て
る
場
所
は
村
民
小
組
長
が
決
め
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
、
祝

西
は
交
通
を
便
利
に
す
る
た
め
、
通
り
の
方
向
を
変
え
、
各
家
の

門
の
向
き
を
東
西
か
ら
南
北
に
し
た
。

一
九
八
三
年
、
Ｃ
家
は
現
住
所
に
坯
房
を
建
て
て
移
っ
た
（
図

八
：
ｃ
三
）。
家
屋
は
合
わ
せ
て
三
間
建
て
た
。
一
間
あ
た
り
架

子
車
一
〇
〇
台
強
の
土
を
要
し
た
。
土
墻
の
建
築
に
要
し
た
土
は
、

（
四
八
〇
）　
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一
区
画
あ
た
り
架
子
車
六
〇
台
分
だ
っ
た
。
十
数
人
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
家
屋
・
土
墻
を
建
て
た
。
一
九
八
〇
年
代
は
関
係

の
よ
い
人
同
士
が
協
力
し
て
家
屋
や
土
墻
を
建
て
た
。
今
年
は
誰

の
家
を
建
て
る
の
か
を
皆
で
相
談
し
て
決
め
た
。
当
時
は
手
伝
う

人
に
謝
礼
を
渡
さ
な
か
っ
た
。
調
査
時
に
家
を
建
て
る
と
し
た
ら
、

関
係
の
良
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、
全
員
に
一
日
四
〇
〜
五
〇
元
を

渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
土
炕
は
家
を
建
て
て
か

ら
換
え
た
こ
と
が
な
い
。

一
九
九
三
年
、
磚
房
に
建
て
替
え
た
。
煉
瓦
は
戢
武
の
郷
営
煉

瓦
工
場
で
生
産
し
た
も
の
を
用
い
た
（
図
三
）。

二
〇
〇
五
年
、
磚
房
を
増
築
し
た
。
建
築
費
用
は
二
万
元
強

だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
セ
メ
ン
ト
と
石
灰
は
一
〇
〇
〇
㎏
あ
た
り

三
二
〇
元
だ
っ
た
。
煉
瓦
は
岐
陽
の
煉
磚
工
場
で
作
ら
れ
た
も
の

で
（
図
三
）、
一
〇
〇
〇
個
あ
た
り
二
二
〇
元
だ
っ
た
。

③
糞
尿
処
理

土
糞
を
造
っ
た
の
は
、
土
を
用
い
て
衛
生
管
理
や
糞
尿
処
理
を

行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
土
糞
は
土
と
糞
を
一
層
ず
つ
交
互
に
積
み

重
ね
、
そ
れ
を
切
り
返
し
て
発
酵
さ
せ
た
。
土
糞
の
土
と
糞
の
比

率
は
二
対
一
だ
っ
た
。
土
糞
の
山
に
は
他
の
廃
物
も
加
え
た
。
土

糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
み
上
げ
た
。
土
糞
の
山
に
は
野
菜
を
植
え

た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

一
九
七
〇
年
代
、
日
本
産
の
尿
素
を
用
い
た
。
尿
素
一
袋
（
四

〇
㎏
）
が
七
〜
八
元
だ
っ
た
。
し
か
し
、
量
が
不
足
し
て
い
て
、

な
か
な
か
買
え
な
か
っ
た
。

各
生
産
隊
は
自
隊
の
飼
養
室
で
役
畜
を
飼
っ
て
い
た
。
個
人
の

建
物
を
借
り
て
飼
養
室
に
す
る
隊
も
あ
れ
ば
、
新
た
に
飼
養
室
を

建
て
る
隊
も
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
祝
西
は
個
人
の
建

物
を
借
り
て
飼
養
室
に
し
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
、
生
産
隊
で

梁
勤
武
の
澇
池
の
西
隣
に
飼
養
室
を
新
た
に
建
て
た
（
図
九
：
祝

西
ｓ
一
）。
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
代
、
飼
養
室
を
大
土
場
の
集
団

採
土
場
の
隣
に
移
し
た
（
図
九
：
祝
西
ｓ
二
）。
そ
こ
は
麟
眉
公

路
の
傍
な
の
で
、
土
糞
の
運
搬
に
も
便
利
だ
っ
た
。

祝
西
の
飼
養
室
で
は
牛
を
中
心
と
し
た
役
畜
二
〇
〜
三
〇
頭
を

飼
っ
て
い
た
。
飼
養
室
に
要
し
た
土
は
、
毎
日
架
子
車
七
〜
八
台

分
だ
っ
た
。
役
畜
一
頭
あ
た
り
の
土
糞
は
、
年
間
で
架
子
車
一
〇

〇
台
分
だ
っ
た
。
飼
養
室
の
土
や
土
糞
は
、
飼
養
室
の
入
口
に
あ

る
糞
場
に
積
ん
だ
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
六
〇
年
代
、
飼

養
室
に
要
し
た
土
は
冬
の
農
閑
期
、
皆
で
一
年
分
を
ま
と
め
て

採
っ
た
。
冬
は
地
面
に
作
物
が
な
い
の
で
、
土
の
運
搬
に
都
合
が

よ
か
っ
た
。
採
土
は
一
日
ず
つ
交
替
し
な
が
ら
、
毎
日
十
数
人
で

行
っ
た
。
七
〜
八
往
復
↓
朝
食
↓
七
〜
八
往
復
↓
昼
食
↓
七
〜
八

（
四
八
一
）　
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冊
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往
復
と
い
う
よ
う
に
一
日
二
十
数
往
復
し
た
。
採
土
に
一
ヵ
月
を

要
し
た
年
も
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
、
飼
養
室
が
集
団
採
土

場
の
傍
に
移
っ
た
の
で
、
飼
養
室
の
専
任
者
三
人
が
随
時
採
土
し

た
。
飼
養
室
の
土
糞
は
、
冬
の
旧
暦
一
〇
月
の
小
麦
が
約
五
㎝
に

生
長
し
た
頃
、
皆
で
自
隊
の
農
地
ま
で
運
ん
だ
。
毎
日
三
〇
往
復

し
て
一
ヶ
月
強
か
か
っ
た
。
土
糞
の
施
用
量
は
一
畝
あ
た
り
架
子

車
六
〇
台
分
だ
っ
た
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
架
子
車
を
用
い
た
。

祝
西
の
各
家
は
豚
を
数
頭
ず
つ
飼
っ
て
い
た
。
Ｃ
家
も
豚
を
一

〜
三
頭
飼
っ
て
い
た
。
Ｃ
家
が
豚
を
一
頭
飼
っ
て
い
た
時
、
自
家

の
豚
小
屋
と
便
所
に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
架
子
車
一
〇
〇
台
分

だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
架
子
車
二
〇
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の

土
や
土
糞
は
、
自
宅
の
便
所
の
傍
に
積
ん
だ
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
自
宅
の
土
堆
を
使
い
終
え

る
た
び
に
自
分
で
採
っ
た
。
毎
回
架
子
車
三
〜
四
台
分
の
土
を

採
っ
た
。
採
土
に
は
架
子
車
と
鐝
を
用
い
た
。
自
家
の
土
糞
は
毎

年
一
人
あ
た
り
架
子
車
一
〇
台
分
を
生
産
隊
に
供
出
し
た
。
残
り

の
土
糞
は
冬
の
旧
暦
一
〇
月
、
一
日
の
任
務
を
終
え
て
か
ら
、
少

し
ず
つ
自
家
の
自
留
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
〇
年
代
、
化
学
肥
料
は
国
内
で
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
多
く
な
っ
た
。
調
査
時
、
Ｃ
家
は
コ
ム
ギ
一
畝
あ
た
り
炭

酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
二
袋
・
燐
酸
肥
料
一
袋
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
畝

あ
た
り
炭
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
三
袋
を
用
い
て
い
た
。
炭
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
・
燐
酸
肥
料
は
一
袋
五
〇
㎏
だ
っ
た
。
炭
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
は
岐
山
産
で
一
袋
三
〇
元
だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
Ｃ
家
は
ブ
タ
を
四
〜
五
頭
飼
っ
て
い
た
。
自

家
の
豚
小
屋
や
便
所
に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
架
子
車
二
〇
〇
台

分
だ
っ
た
。
自
宅
の
土
堆
を
使
い
終
え
る
た
び
、
架
子
車
二
〜
四

台
分
の
土
を
自
分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
、
コ
ム
ギ
の
丈
が

短
い
冬
に
一
ヶ
月
強
を
か
け
、
自
家
の
耕
作
請
負
地
ま
で
自
分
で

運
ん
だ
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
架
子
車
を
用
い
た
。
自
家
の
土

や
土
糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
ん
だ
。

一
九
九
五
年
頃
、
小
強
水
廠
が
開
業
し
て
水
道
水
を
供
給
し
た

（
図
一
〇
：
二
）。
Ｃ
家
は
便
所
を
水
茅
に
換
え
、
煉
瓦
と
セ
メ
ン

ト
で
豚
小
屋
を
建
て
替
え
た
。
そ
れ
か
ら
は
ブ
タ
を
八
頭
飼
い
、

豚
小
屋
内
を
水
で
掃
除
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
衛
生
管
理
の
た
め
、

豚
小
屋
か
ら
運
び
出
し
た
豚
糞
尿
に
は
土
を
か
ぶ
せ
た
。
そ
れ
に

要
し
た
土
は
、
年
間
で
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土

糞
は
、
年
間
で
架
子
車
三
〇
〜
四
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞

は
冬
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
借
り
切
っ
て
自
家
の
耕
作
請
負
地
ま
で
運

ん
だ
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
代
金
は
元
来
、
一
往
復
五
元
だ
っ
た
。
調

査
時
は
一
五
元
に
ま
で
上
が
っ
た
。

（
四
八
二
）　
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④
そ
の
他

瓦
窯一

九
六
八
年
、
祝
南
が
澇
池
溝
西
崖
に
瓦
窰
を
設
け
た
（
図
一

〇
：
四
）。
そ
の
瓦
窯
で
は
専
任
者
が
手
作
業
で
煉
瓦
を
作
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
機
械
生
産
の
煉
瓦
が
出
回
り
、
祝
南
は
そ
の
瓦

窯
を
閉
鎖
し
た
。

平
整
土
地

平
整
土
地
は
農
業
社
時
期
を
通
し
て
行
っ
た
。
な
か
で
も
一
九

七
〇
年
代
は
大
規
模
に
行
っ
た
。
祝
西
の
土
地
で
は
、
大
土
場
と

そ
の
西
側
一
帯
を
均
し
た
（
図
五
：
祝
西
三
）。
そ
の
際
、
大
土

場
の
西
隣
の
窪
地
の
崖
を
切
土
し
た
。
こ
の
切
土
は
盛
土
に
用
い
、

建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
用
い
な
か
っ
た
。

澇
池下

荘
、
小
学
の
門
口
、
鎮
政
府
の
裏
庭
、
梁
勤
武
批
発
大
楼
に

澇
池
が
あ
っ
た
（
図
一
〇
：
八-

一
一
）。
鎮
政
府
の
澇
地
は
最

も
大
き
く
、
面
積
一
畝
強
だ
っ
た
。
鎮
政
府
の
澇
地
は
一
九
五
八

年
に
建
設
し
た
。
そ
こ
は
も
と
も
と
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
土
地

で
あ
り
、
雨
水
が
流
入
し
や
す
い
低
地
で
も
あ
っ
た
。
澇
地
を
建

設
し
た
の
は
、
機
井
や
水
道
水
が
当
時
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
の
澇
地
は
み
な
面
積
八
〇
㎡
、
水
深
六
〇
㎝
だ
っ
た
。

Ｃ
家
は
、
自
宅
か
ら
最
も
近
い
梁
勤
武
の
澇
池
で
家
畜
に
水
を

与
え
た
。
梁
勤
武
の
澇
池
は
と
て
も
小
さ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

鎮
政
府
の
澇
池
で
洗
濯
し
た
。
澇
池
の
底
土
を
浚
っ
た
こ
と
は
な

い
。
澇
池
の
水
は
少
な
く
、
灌
漑
に
用
い
た
こ
と
も
な
い
。

一
九
七
〇
年
代
、
小
水
廠
を
中
国
通
信
に
建
設
し
た
（
図
一

〇
：
一
）。
Ｃ
家
を
含
む
祝
西
・
祝
南
の
各
家
は
、
そ
こ
で
水
を

汲
む
よ
う
に
な
り
、
澇
地
を
利
用
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

澇
地
は
廃
棄
物
と
土
で
徐
々
に
埋
も
れ
た
。
一
九
七
五
年
頃
、
梁

勤
武
、
鎮
政
府
の
澇
地
を
埋
め
立
て
た
。

地
下
水

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
各
生
産
隊
は
灌
漑
用
井
戸
を
一
基
有
し

て
い
た
。
し
か
し
、
灌
漑
用
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
っ
て
地
下
水
位

が
下
降
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
。
調
査
時
、
Ｃ
宅
の
地
下
水
位
は

深
さ
三
五
〜
三
六
ｍ
だ
っ
た
。

（
四
）　

Ｄ
家
の
状
況

Ｄ
略
歴
（
聴
取
七
回
）

高
家
在
住
。
一
九
四
八
年
生
ま
れ
。
男
性
。
一
九
五
六
年
、
祝

家
荘
小
学
に
進
学
。
一
九
六
八
〜
一
九
七
三
年
、
地
元
の
軍
隊
に

在
籍
。
一
九
七
〇
年
代
〜
一
九
九
〇
年
代
、
高
家
の
生
産
隊
長
・

村
民
小
組
長
を
歴
任
。
出
稼
ぎ
な
ど
非
農
業
経
験
は
特
に
な
い
。

祝
家
荘
で
家
屋
建
築
に
従
事
。

（
四
八
三
）　
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一
九
七
三
年
、
岐
山
県
蒲
村
鎮
出
身
の
妻
と
結
婚
（
図
三
）。

一
男
一
女
を
も
う
け
る
。
長
女
は
嫁
ぐ
。
長
男
は
二
〇
〇
一
年
に

結
婚
し
、
夫
婦
と
も
に
西
安
市
で
出
稼
ぎ
。

調
査
時
、
妻
、
孫
二
人
の
四
人
で
暮
ら
す
。
耕
作
請
負
地
四
ヶ

所
五
・
五
畝
を
有
し
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
豆
類
・
リ
ン
ゴ

を
栽
培
。
豚
三
頭
を
飼
育
。

①
採
土
場

採
土
は
耕
作
に
向
か
な
い
土
地
、
す
な
わ
ち
平
ら
で
な
い
土
地

で
行
っ
た
。
基
本
的
に
は
土
壕
の
崖
で
採
土
し
た
。

土
壕
内
は
も
と
も
と
平
ら
で
な
か
っ
た
が
、
採
土
に
よ
っ
て

徐
々
に
平
地
に
な
っ
た
。
養
分
を
含
む
表
土
が
な
く
な
っ
た
が
、

緑
肥
を
施
用
す
れ
ば
作
物
を
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

農
業
集
団
化
以
降
、
高
家
は
農
地
の
方
形
化
の
た
め
、
徐
家

（
図
三
）、
王
家
な
ど
隣
隊
と
土
地
を
交
換
し
た
。
高
家
の
自
留
地

は
荘
東
の
西
部
に
あ
っ
た
（
図
五
：
高
家
三
）。
そ
の
位
置
は

ず
っ
と
固
定
さ
れ
て
い
た
。
調
査
時
、
高
家
の
農
地
は
長
征
、
水

渠
、
荘
東
（
東
辺
）、
小
頭
溝
、
西
辺
井
、
小
頭
溝
的
南
地
、
北

溝
溝
、
荘
北
、
東
壕
（
南
溝
）、
南
壕
、
石
溝
、
東
辺
溝
な
ど
三

八
〇
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
高
家
一-

一
一
）。

高
家
の
集
団
採
土
場
は
東
壕
の
北
崖
に
あ
っ
た
（
図
六
：
高

家
）。
一
九
七
〇
年
代
、
高
家
は
整
地
を
兼
ね
て
小
頭
溝
と
北
溝

溝
で
採
土
し
た
こ
と
が
あ
る
（
図
六
：
高
家
一
、
二
）。
ま
た
、

下
荘
の
土
坑
で
も
採
土
し
た
こ
と
が
あ
る
（
図
六
：
高
家
三
）。

他
隊
の
集
団
採
土
場
で
採
土
し
た
こ
と
は
な
い
。

Ｄ
家
は
高
家
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
六
：
高
家
）。
下
荘
の
土
坑

で
採
土
し
た
こ
と
も
あ
る
（
図
六
：
高
家
三
）。
自
家
の
自
留
地

で
採
土
し
た
こ
と
は
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
二
年
冬
、
高
家
は
人
口
と
労
働
力
に
応
じ
て
農
地
を
分

配
し
た
。
そ
の
際
、
農
地
の
良
し
悪
し
を
等
級
に
分
け
た
。
三
〜

五
年
毎
に
耕
作
請
負
地
の
小
調
整
を
行
い
、
人
口
の
増
減
に
応
じ

て
各
家
の
耕
作
請
負
地
の
面
積
を
調
整
し
た
。
一
九
九
五
年
頃
、

耕
作
請
負
地
の
大
調
整
を
行
い
、
三
〇
年
不
変
が
決
ま
っ
た
。
高

家
の
集
団
採
土
場
は
、
農
地
分
配
後
も
東
壕
の
北
崖
に
残
さ
れ
た

（
図
七
：
高
家
ｊ
一
）。
さ
ら
に
、
南
壕
に
も
集
団
採
土
場
を
設
け

た
（
図
七
：
高
家
ｊ
二
）。
南
壕
の
崖
上
の
一
畝
は
高
家
の
土
地

だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
集
団
採
土
場
は
、
調
査
時
も
存
続
し
て
い
た
。

耕
作
請
負
地
の
調
整
の
際
、
集
団
採
土
場
の
範
囲
を
調
整
し
た
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
〜
一
九
九
〇
年
代
、
皆
が
下
荘
の
北
側
で

宅
地
造
成
を
兼
ね
て
採
土
し
た
（
図
七
：
高
家
一
）。

（
四
八
四
）　



関
中
平
原
・
祝
家
荘
に
お
け
る
肥
料
用
土
の
獲
得
・
利
用
に
関
す
る
聴
取
調
査

四
八
五

Ｄ
家
は
農
地
分
配
の
時
、
荘
東
、
西
辺
井
、
長
征
、
東
辺
溝

二
ヶ
所
の
五
ヶ
所
七
畝
強
を
受
け
取
っ
た
（
図
五
：
高
家
一
、
三
、

五
）。
そ
の
後
、
Ｄ
家
の
耕
作
請
負
地
は
長
女
の
結
婚
な
ど
で

減
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
他
家
と
一
畝
を
交
換
し
た
。
調
査

時
の
Ｄ
家
の
耕
作
請
負
地
は
、
荘
東
、
西
辺
井
、
長
征
、
東
辺
溝

の
四
ヶ
所
五
・
五
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
高
家
一
、
三
、
五
）。

Ｄ
家
は
高
家
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
七
：
高
家
）。
二
〇
〇
〇
年

代
は
南
壕
の
集
団
採
土
場
と
道
端
の
崖
で
採
土
し
た
（
図
七
：
高

家
ｊ
二
、
二
）。
道
端
の
崖
の
上
は
他
家
の
耕
作
請
負
地
だ
が
、

採
土
し
て
か
ま
わ
な
か
っ
た
。
自
家
の
耕
作
請
負
地
で
採
土
し
た

こ
と
は
な
い
。

土
の
売
買
は
調
査
時
に
始
ま
っ
た
。
Ｄ
家
は
大
量
の
土
が
必
要

な
い
の
で
買
っ
た
こ
と
が
な
い
。

②
建
材
製
作

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

高
家
の
宅
地
は
北
の
上
荘
と
南
の
下
荘
に
分
か
れ
て
い
た
。
Ｄ

家
は
下
荘
の
東
端
の
坯
房
に
住
ん
で
い
た
（
図
八
：
ｄ
一
）。
そ

の
家
屋
や
土
墻
を
修
繕
し
た
こ
と
は
な
い
。
一
九
七
〇
年
代
、
現

住
所
に
坯
房
を
建
て
て
移
っ
た
（
図
八
：
ｄ
二
）。
そ
れ
に
要
し

た
土
は
大
車
数
百
台
分
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
土
墻
が
一
区

画
あ
た
り
架
子
車
六
〇
台
分
、
土
竃
が
土
坯
一
〇
〇
個
強
だ
っ
た
。

人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
家
屋
・
土
墻
を
建
て
た
。

土
炕
は
数
年
で
換
え
た
。
そ
の
間
隔
は
三
〜
五
年
、
五
〜
六
年
、

二
〇
〜
三
〇
年
と
一
定
し
な
か
っ
た
。
土
坑
の
交
換
に
要
し
た
土

は
、
大
車
一
〜
二
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
炕
に
用
い
た
土
坯
は
、

自
分
で
冬
春
に
高
家
の
集
団
採
土
場
で
作
っ
た
。

生
産
隊
で
各
家
の
土
墻
を
築
き
直
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

Ｄ
家
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
土
炕
を
換
え
て
い
た
。

一
九
九
〇
年
代
、
坯
房
を
一
間
増
築
し
、
土
墻
を
築
き
直
し
た
。

そ
の
う
ち
、
家
屋
に
要
し
た
土
は
大
車
一
〇
〜
一
五
台
分）

15
（

だ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
、
磚
房
に
建
て
替
え
た
。
建
築
費
用
は
六
万
元

だ
っ
た
。
煉
瓦
は
付
近
の
村
落
の
煉
瓦
工
場
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、

一
〇
〇
〇
個
あ
た
り
六
〇
元
だ
っ
た
。
当
時
は
皆
が
お
互
い
に
助

け
合
っ
て
家
を
建
て
た
。
調
査
時
は
一
日
五
〇
元
の
謝
礼
を
手
伝

う
人
に
渡
し
た
。
た
だ
し
、
関
係
の
よ
い
人
に
は
渡
さ
な
く
て
よ

か
っ
た
。

③
糞
尿
処
理

昔
は
化
学
肥
料
が
な
く
、
他
に
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
、
土
糞

を
造
っ
た
。
人
畜
糞
尿
に
土
を
か
ぶ
せ
た
の
は
、
臭
気
を
抑
え
る

た
め
で
あ
る
。
土
糞
の
土
と
糞
の
比
率
は
考
え
た
こ
と
が
な
い
。

（
四
八
五
）　
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一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

一
九
七
〇
年
代
、
日
本
産
の
尿
素
を
用
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

量
は
少
な
か
っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
、
高
家
は
上
荘
と
下
荘
の
傍
に
そ
れ
ぞ
れ
窰
洞

を
掘
っ
て
飼
養
室
に
し
た
（
図
九
：
高
家
ｓ
一
、
ｓ
二
）。

高
家
の
飼
養
室
で
は
、
ウ
マ
二
頭
、
ウ
シ
・
ラ
バ
二
〇
〜
三
〇

頭
、
ロ
バ
一
〜
二
頭
の
役
畜
を
飼
っ
て
い
た
。
飼
養
室
は
皆
が
交

替
で
管
理
し
た
。
飼
養
室
に
要
し
た
土
は
、
毎
日
大
車
一
台
分

だ
っ
た
。
飼
養
室
の
土
糞
は
、
年
間
で
大
車
七
〇
〇
〜
八
〇
〇
台

分
だ
っ
た
。
そ
の
土
糞
は
冬
春
に
一
ヶ
月
を
か
け
、
皆
で
自
隊
の

農
地
ま
で
運
ん
だ
。
土
糞
の
施
用
量
は
一
畝
あ
た
り
架
子
車
五
〇

台
強
だ
っ
た
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
架
子

車
を
用
い
た
。
飼
養
室
の
土
や
土
糞
は
、
飼
養
室
の
傍
の
糞
場
に

積
ん
だ
。

Ｄ
家
は
豚
を
一
〜
三
頭
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
豚
小
屋
や
便
所

で
要
し
た
土
は
、
年
間
で
大
車
一
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞

は
年
間
で
大
車
一
〇
〜
一
五
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
は
自
宅
の

門
前
に
積
み
、
自
家
の
土
糞
は
宅
地
の
周
り
に
あ
る
自
隊
の
小
糞

場
に
積
ん
だ
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
冬
に
三
〜
四
日
を
か
け
、

一
年
分
を
ま
と
め
て
自
分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
、
冬
春
に

五
日
を
か
け
、
自
家
の
自
留
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
〇
年
代
か
ら
国
内
産
の
化
学
肥
料
を
用
い
た
。
調
査
時
、

Ｄ
家
は
年
間
で
一
畝
あ
た
り
燐
酸
肥
料
五
〇
㎏
強
、
尿
素
一
〇
㎏

強
、
窒
素
肥
料
五
〇
㎏
強
を
用
い
て
い
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
Ｄ
家
は
豚
一
〜
三
頭
と
役
畜
の
牛
二
頭
前
後

を
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
豚
小
屋
・
牛
舎
、
便
所
に
要
し
た
土
は
、

年
間
で
大
車
三
〜
五
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た

土
は
、
主
に
冬
、
約
一
〇
日
を
か
け
て
一
年
分
を
ま
と
め
て
自
分

で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
年
間
で
大
車
三
〜
五
台
分
だ
っ
た
。

自
家
の
土
糞
は
宅
地
外
の
村
民
小
組
の
土
地
に
積
ん
だ
。
そ
し
て
、

冬
に
地
面
が
凍
っ
て
か
ら
一
ヶ
月
を
か
け
て
、
自
家
の
耕
作
請
負

地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
、
架
子
車
や
ト

ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
。

一
九
九
〇
年
代
、
Ｄ
家
は
農
業
機
械
化
で
牛
を
飼
わ
な
く
な
り
、

豚
一
〜
三
頭
だ
け
を
飼
っ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は

水
道
水
の
供
給
が
始
ま
り
、
Ｄ
家
は
便
所
を
水
茅
に
換
え
た
。

二
〇
〇
一
年
、
Ｄ
家
は
煉
瓦
と
セ
メ
ン
ト
で
豚
小
屋
を
建
て
た
。

そ
れ
か
ら
は
豚
を
三
頭
飼
い
、
豚
小
屋
内
を
水
で
清
掃
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
豚
小
屋
か
ら
運
び
出
し
た
豚
糞
尿
に
は
土
を
か
ぶ
せ

た
。
自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
非
常
に
少
な
く
、
自
宅
の

（
四
八
六
）　
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四
八
七

土
堆
を
使
い
終
え
る
ご
と
に
随
時
自
分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞

は
冬
に
三
〜
五
日
を
か
け
て
自
家
の
耕
作
請
負
地
ま
で
自
分
で
運

ん
だ
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
。

④
そ
の
他

瓦
窯解

放
前
か
ら
農
業
社
時
期
、
東
壕
に
高
家
の
瓦
窯
が
あ
っ
た

（
図
一
〇
：
五
）。
そ
の
瓦
窯
で
は
専
任
者
が
手
作
業
で
瓦
や
煉
瓦

を
作
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
、
Ｄ
家
は
そ
こ
で
作
ら
れ
た
瓦
を
用

い
て
家
を
建
て
た
。
一
九
八
〇
年
代
、
大
多
数
の
家
が
機
械
生
産

の
煉
瓦
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
瓦
窯
は
閉
鎖
し
た
。

平
整
土
地

平
整
土
地
は
一
九
六
〇
年
代
〜
一
九
八
〇
年
代
、
特
に
一
九
七

〇
年
代
を
中
心
に
行
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
、
郷
政
府
が
平
整
土

地
の
年
間
目
標
値
を
各
隊
に
割
り
当
て
た
。
目
標
値
は
年
間
一
〇

〜
二
〇
畝
で
、
年
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。
冬
春
の
農
閑
期
、

皆
で
切
土
・
盛
土
を
行
っ
た
。
高
家
の
土
地
で
は
、
荘
東
、
小
頭

溝
、
北
溝
溝
、
荘
北
な
ど
大
部
分
を
均
し
た
（
図
五
：
高
家
三
、

四
、
七
、
八
）。
切
土
は
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
用
い
な
か
っ

た
。

土
坑
の
埋
め
立
て

下
荘
に
は
採
土
に
よ
る
土
坑
が
あ
っ
た
（
図
一
〇
：
六
）。
一

九
七
〇
年
代
、
そ
の
土
坑
は
周
囲
の
土
を
用
い
て
埋
め
立
て
た
。

澇
池祝

家
荘
に
は
澇
池
が
四
面
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
二
面
は
下
荘

と
小
学
に
あ
っ
た
（
図
一
〇
：
八
、
九
）。
ど
ち
ら
も
面
積
〇
・

三
畝
強
、
深
さ
三
〜
四
ｍ
で
あ
り
、
葦
が
生
え
て
い
た
。
祝
家
荘

の
澇
池
は
、
は
る
か
昔
に
各
家
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
建
設
し
た

も
の
で
あ
る
。

農
業
社
時
期
、
澇
地
は
誰
で
も
利
用
で
き
た
。
Ｄ
家
は
下
荘
、

小
学
の
澇
地
で
家
畜
に
水
を
与
え
、
洗
濯
し
、
水
遊
び
を
し
た
。

ま
た
、
四
〜
五
年
に
一
回
、
水
が
枯
れ
る
季
節
に
澇
池
の
底
土
を

採
り
、
肥
料
に
用
い
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
澇
池
の
水
質
が
汚
く
な
り
、
Ｄ
家
は
澇
地
を

利
用
し
な
く
な
っ
た
。
下
荘
の
澇
池
は
一
九
七
〇
年
代
、
そ
の
周

囲
の
土
を
用
い
て
埋
め
立
て
た
。
小
学
の
澇
地
は
一
九
九
〇
年
代
、

澇
池
溝
の
西
崖
の
土
を
用
い
て
埋
め
立
て
た
。

洪
水
と
土
壕

澇
池
溝
な
ど
の
土
壕
は
も
と
も
と
洪
水
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

（
図
五
：
祝
南
二
）。
は
る
か
昔
、
洪
水
が
毎
年
発
生
し
て
細
長
く

深
い
谷
を
流
れ
た
。
谷
は
浸
食
さ
れ
て
ま
す
ま
す
深
く
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
人
々
が
深
い
谷
で
採
土
し
、
土
糞
を
造
り
、
家
を
建
て

た
。
そ
う
し
て
大
き
な
土
壕
が
形
成
さ
れ
た
。

（
四
八
七
）　
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地
下
水

一
九
六
〇
年
代
〜
一
九
八
〇
年
代
、
高
家
は
灌
漑
用
井
戸
を
六

回
掘
っ
た
。
調
査
時
は
灌
漑
水
を
一
畝
あ
た
り
六
〇
ｔ
用
い
た
。

そ
れ
に
は
七
元
か
か
っ
た
。
調
査
時
の
Ｄ
宅
の
地
下
水
位
は
深
さ

二
四
〜
三
〇
ｍ
だ
っ
た
。

（
五
）　

Ｅ
家
の
状
況

Ｅ
略
歴
（
聴
取
六
回
）

王
家
在
住
。
一
九
三
五
年
生
ま
れ
。
男
性
。
一
九
四
一
年
、
祝

家
荘
小
学
に
進
学
。
一
九
五
二
〜
一
九
五
四
年
、
蔡
家
坡
職
業
中

学
（
岐
山
県
蔡
家
坡
鎮
）
に
在
籍
。
一
九
五
六
年
か
ら
岐
山
県
城

や
宝
鶏
市
鳳
翔
県
城
で
販
売
業
に
従
事
。
一
九
六
二
年
帰
郷
。
一

九
六
三
〜
一
九
六
九
年
、
王
家
の
村
民
兵
営
専
を
務
め
る
。
出
稼

ぎ
な
ど
非
農
業
経
験
は
特
に
な
い
。

一
九
五
四
年
、
祝
家
荘
鎮
駙
馬
荘
村
出
身
の
妻
と
結
婚
（
図

三
）。
二
男
三
女
を
も
う
け
る
。
長
男
は
岐
山
県
周
都
建
材
廠

（
祝
家
荘
鎮
戢
武
村
）
に
勤
務
（
図
三
）。
二
男
は
祝
家
荘
で
飲
食

店
を
経
営
。
娘
達
は
み
な
他
村
に
嫁
ぐ
。

調
査
時
、
妻
と
二
人
で
暮
ら
す
。
耕
作
請
負
地
一
ヶ
所
〇
・
八

畝
を
有
し
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
。
豚
一
四
〜
一
五
頭

と
山
羊
二
頭
を
飼
育
。

①
採
土
場

基
本
的
に
土
壕
の
崖
で
心
土
を
採
っ
た
。
平
地
は
農
地
な
の
で

採
土
で
き
な
か
っ
た
。
採
土
す
る
場
所
に
は
作
物
を
植
え
な
か
っ

た
。崖

上
の
土
地
は
灌
漑
水
を
上
げ
ら
れ
ず
、
あ
ま
り
肥
え
て
も
い

な
い
。
土
壕
内
は
灌
漑
で
き
る
の
で
水
分
条
件
が
よ
い
。
採
土
に

よ
っ
て
養
分
を
含
む
表
土
が
な
く
な
っ
た
が
、
施
肥
を
す
れ
ば
よ

か
っ
た
。

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前
半

祝
家
荘
で
は
全
家
が
私
有
採
土
場
を
有
し
て
い
た
。
誰
で
も
自

由
に
採
土
し
て
よ
い
土
地
や
共
有
の
採
土
場
は
な
か
っ
た
。
私
有

採
土
場
の
貸
し
借
り
や
土
の
売
買
も
な
か
っ
た
。
他
家
の
所
有
地

や
道
端
の
崖
で
は
採
土
で
き
な
か
っ
た
。

Ｅ
家
は
水
灘
、
巨
家
地
、
瑞
北
路
、
門
前
、
北
面
二
ヶ
所
、
邢

路
、
碑
子
前
、
深
胡
洞
の
九
ヶ
所
二
九
畝
を
有
し
て
い
た
（
図

五
：
Ｅ
家
一-

九
）。
土
地
改
革
で
は
二
畝
を
受
け
取
っ
た
。
Ｅ

家
の
採
土
場
は
深
胡
洞
に
あ
っ
た
（
図
五
：
Ｅ
家
九
）。
そ
の
南

崖
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ

た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

農
業
集
団
化
以
降
、
王
家
は
農
地
の
方
形
化
の
た
め
に
隣
隊
と

（
四
八
八
）　



関
中
平
原
・
祝
家
荘
に
お
け
る
肥
料
用
土
の
獲
得
・
利
用
に
関
す
る
聴
取
調
査

四
八
九

土
地
を
交
換
し
た
。
そ
の
際
、
祝
西
に
深
胡
洞
内
の
土
地
を
譲
っ

た
（
図
五
：
祝
西
一
）。
王
家
の
自
留
地
の
位
置
は
固
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
調
査
時
の
王
家
の
農
地
は
楡
樹
㙭
、
徐
家
門
前
、

渠
北
、
渠
子
、
瓜
地
、
上
荘
荘
北
、
北
寺
溝
、
中
寺
溝
、
北
面
、

西
頭
窰
、
小
学
背
、
石
溝
な
ど
二
〇
〇
畝
強
だ
っ
た
（
図
五
：
王

家
一-

一
一
）。

一
九
五
〇
年
代
後
半
、
王
家
の
集
団
採
土
場
は
深
胡
洞
の
南
崖

に
あ
っ
た
（
図
六
：
王
家
ｊ
一
）。
そ
の
集
団
採
土
場
は
一
九
六

〇
年
代
に
中
寺
溝
（
図
六
：
王
家
ｊ
三
）
に
移
り
、
一
九
七
〇
年

代
に
北
寺
溝
（
図
六
：
王
家
ｊ
四
）
に
移
っ
た
。
王
家
の
飼
養
室

を
北
寺
溝
に
移
し
た
時
（
図
九
：
王
家
ｓ
二
）、
土
を
運
び
や
す

く
す
る
た
め
に
集
団
採
土
場
も
そ
の
傍
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
王

家
で
は
集
団
採
土
場
以
外
の
自
隊
の
土
地
や
他
隊
の
集
団
採
土
場

で
採
土
し
た
こ
と
は
な
い
。

Ｅ
家
は
王
家
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
六
：
王
家
ｊ
一
、
ｊ
三
、
ｊ

四
）。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
一
〜
一
九
八
二
年
、
王
家
は
人
口
と
労
働
力
に
応
じ
て

農
地
を
分
配
し
た
。
一
九
八
九
年
に
は
耕
作
請
負
地
の
大
調
整
を

行
っ
た
。
王
家
の
集
団
採
土
場
は
農
地
分
配
の
際
に
廃
止
し
た
。

そ
の
た
め
、
各
家
は
北
寺
溝
、
小
学
背
、
西
頭
窰
に
あ
る
自
家
の

耕
作
請
負
地
を
自
家
の
採
土
場
と
し
た
（
図
七
：
王
家
一-

三
）。

Ｅ
家
は
農
地
分
配
の
際
、
耕
作
請
負
地
七
〜
八
ヶ
所
四
・
八
畝

を
受
け
取
っ
た
。
耕
作
請
負
地
の
調
整
を
経
て
も
、
Ｅ
家
の
耕
作

請
負
地
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
他
家
と
耕
作
請
負
地
を
交
換
し
た

こ
と
は
な
い
。
二
男
が
分
家
し
た
時
、
二
男
家
族
に
四
畝
を
譲
っ

た
。
調
査
時
の
Ｅ
家
の
耕
作
請
負
地
は
渠
北
の
一
ヶ
所
〇
・
八
畝

だ
っ
た
（
図
五
：
王
家
四
）。

Ｅ
家
の
採
土
場
は
、
西
頭
窰
に
あ
っ
た
（
図
七
：
王
家
三
）。

そ
こ
に
は
Ｅ
家
の
窰
洞
址
が
あ
っ
た
。
そ
の
崖
上
も
自
家
の
耕
作

請
負
地
だ
っ
た
。
Ｅ
家
は
そ
の
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞

尿
処
理
に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
。

Ｅ
家
は
土
を
買
っ
た
こ
と
が
な
い
。

②
建
材
製
作

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前
半

王
家
の
全
家
が
西
頭
窰
の
窰
洞
に
住
ん
で
い
た
（
図
五
：
王
家

一
〇
）。
Ｅ
家
も
西
頭
窰
に
住
ん
で
い
た
（
図
八
：
ｅ
一
）。
Ｅ
家

の
窰
洞
は
Ｅ
の
祖
父
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
自
身
は
窰
洞
も

土
墻
も
修
繕
し
た
こ
と
が
な
い
。

土
炕
は
通
常
、
七
〜
八
年
で
換
え
た
。
土
炕
を
換
え
る
季
節
は

六
〜
七
月
だ
っ
た
。
そ
れ
に
要
し
た
土
坯
は
、
大
車
一
・
五
台
分

（
四
八
九
）　
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だ
っ
た）
16
（

。
そ
の
土
坯
は
自
家
の
採
土
場
で
作
る
時
も
あ
れ
ば
、
自

宅
で
作
る
時
も
あ
っ
た
。
土
炕
の
廃
材
は
肥
料
に
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
八
〇
年
代

土
墻
は
雨
で
損
な
わ
れ
る
の
で
、
数
十
年
で
築
き
直
し
た
。
土

墻
の
廃
材
は
肥
料
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
産
隊
で
各
家
の
土
墻

を
築
き
直
し
た
。
ど
の
家
の
土
墻
を
築
き
直
す
か
は
生
産
隊
長
が

決
め
た
。
一
九
五
八
年
、
生
産
隊
で
Ｅ
家
の
土
墻
を
築
き
直
し
た
。

そ
れ
に
要
し
た
土
は
、
一
区
画
あ
た
り
架
子
車
二
〇
台
強
だ
っ
た
。

Ｅ
家
は
土
炕
を
七
〜
八
年
で
換
え
た
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
〇
年
代
、
王
家
の
全
家
が
崖
上
に
移
っ
た
。
窰
洞
は
雨

水
が
流
れ
込
ん
で
不
便
で
あ
り
、
崩
れ
る
危
険
も
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

一
九
八
八
年
、
Ｅ
家
は
現
住
所
に
磚
坯
房
を
一
間
建
て
て
移
っ

た
（
図
八
：
ｅ
二
）。
そ
れ
に
要
し
た
土
は
、
大
車
一
〇
台
分

だ
っ
た
。
家
屋
の
一
部
や
炕
に
は
煉
瓦
を
用
い
た
。
そ
れ
か
ら
は

炕
を
換
え
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
煉
瓦
は
小
強
の
煉
瓦
工
場
で

作
ら
れ
た
も
の
で
（
図
三
）、
一
〇
〇
〇
個
あ
た
り
八
九
元
だ
っ

た
。
建
築
費
用
は
合
わ
せ
て
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
元
だ
っ
た
四
〜
五

人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
家
屋
を
建
て
た
。
当
時
は
皆
で
助

け
合
い
、
順
番
に
各
々
の
家
屋
を
建
て
た
。

③
糞
尿
処
理

昔
は
化
学
肥
料
が
な
く
、
人
畜
糞
尿
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
土

糞
を
造
っ
た
。
人
畜
糞
尿
に
土
を
か
ぶ
せ
た
の
は
、
環
境
や
衛
生

の
た
め
で
あ
る
。
通
常
、
土
糞
の
土
と
糞
の
比
率
は
三
対
一
だ
っ

た
。
人
畜
糞
尿
の
発
酵
を
進
め
る
た
め
の
作
業
は
特
に
な
か
っ
た
。

た
だ
糞
と
土
を
一
層
ず
つ
積
み
重
ね
る
だ
け
だ
っ
た
。

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
後
半

Ｅ
家
は
牛
・
驢
馬
を
一
頭
ず
つ
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
牛
・
驢

馬
の
畜
舎
と
便
所
に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
大
車
一
〇
〜
二
〇
台

だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
年
間
で
大
車
一
七
台
分
だ
っ
た
。
自
家

の
土
や
土
糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
ん
だ
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
地
面
が
凍
っ
て
運
び
や
す

い
冬
に
一
年
分
を
ま
と
め
て
自
分
で
採
っ
た
。
採
土
は
大
車
で
毎

日
二
往
復
し
て
四
〜
五
日
か
か
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
、
冬
の
一

〇
〜
一
一
月
に
四
〜
五
日
か
け
て
、
自
家
の
農
地
ま
で
自
分
で
運

ん
だ
。
土
糞
の
施
用
量
は
一
畝
あ
た
り
大
車
三
台
分
だ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

一
九
五
〇
年
代
後
半
、
王
家
と
高
家
は
飼
養
室
を
そ
れ
ぞ
れ
有

し
て
い
た
。
王
家
は
当
初
、
西
頭
窰
西
部
に
窰
洞
を
掘
っ
て
飼
養

室
に
し
た
（
図
九
：
王
家
ｓ
一
）。
窰
洞
に
は
雨
水
が
流
れ
込
ん

だ
た
め
、
一
九
六
三
年
に
王
家
の
飼
養
室
を
北
寺
溝
の
東
側
に
移

（
四
九
〇
）　
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し
た
（
図
九
：
王
家
ｓ
二
）。

王
家
の
飼
養
室
で
は
馬
二
〜
三
頭
、
驢
馬
七
〜
八
頭
、
牛
一
〇

頭
、
騾
馬
四
〜
五
頭
を
飼
っ
て
い
た
。
飼
養
室
は
飼
養
員
が
管
理

し
た
。
飼
養
室
に
要
し
た
土
は
毎
日
大
車
二
〜
三
台
分
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
土
は
主
に
冬
、
二
〇
〜
三
〇
日
か
け
て
一
年
分
を
ま
と

め
て
皆
で
採
っ
た
。
他
の
季
節
に
採
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
飼
養
室

の
土
糞
は
、
年
間
で
大
車
二
〇
〇
台
分
だ
っ
た
。
飼
養
室
の
土
糞

は
冬
の
旧
暦
一
〜
二
月
に
皆
で
自
隊
の
農
地
ま
で
運
ん
だ
。
こ
れ

に
は
一
ヶ
月
強
、
最
長
で
二
ヶ
月
か
か
っ
た
。
土
糞
の
施
用
量
は

一
畝
あ
た
り
架
子
車
一
〇
台
強
だ
っ
た
。
飼
養
室
の
土
や
土
糞
は

飼
養
室
の
傍
に
積
ん
だ
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
一
九
六
〇
年
代

か
ら
架
子
車
を
用
い
た
。

Ｅ
家
は
豚
二
〜
三
頭
を
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
豚
小
屋
や
便
所

に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
架
子
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。
自

家
の
土
糞
は
年
間
で
架
子
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の

土
や
土
糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
み
上
げ
た
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
用
い
た
土
は
、
冬
に
二
〜
三
日
を
か
け
、

一
年
分
を
ま
と
め
て
自
分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
、
冬
の
旧

暦
一
〜
二
月
に
三
〜
四
日
を
か
け
、
自
家
の
自
留
地
ま
で
自
分
で

運
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

農
地
分
配
の
頃
、
化
学
肥
料
は
量
が
少
な
く
、
配
給
制
だ
っ
た
。

調
査
時
、
Ｅ
家
は
〇
・
八
畝
の
農
地
に
年
間
で
炭
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
三
袋
を
用
い
て
い
た
。
炭
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
は
一
袋
五
〇
㎏

だ
っ
た
。

Ｅ
家
は
一
九
八
〇
年
代
に
豚
二
〜
三
頭
と
役
畜
の
牛
一
頭
を

飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
豚
小
屋
・
牛
舎
や
便
所
に
要
し
た
土
は
、

年
間
で
架
子
車
三
〇
〜
四
〇
台
分
だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
年
間

で
架
子
車
三
〇
〜
四
〇
台
分
だ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
は
豚

二
〜
三
頭
の
み
を
飼
っ
て
い
た
。
当
時
、
自
家
の
豚
小
屋
や
便
所

に
要
し
た
土
は
、
年
間
で
架
子
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。
自

家
の
土
糞
は
架
子
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代

〜
一
九
九
〇
年
代
前
半
、
自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
自

宅
の
土
堆
を
使
い
終
え
る
た
び
、
架
子
車
一
〜
二
台
分
を
随
時
自

分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
冬
に
四
〜
五
日
を
か
け
、
自
家
の

耕
作
請
負
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
架
子

車
を
用
い
た
。
自
家
の
土
や
土
糞
は
、
自
宅
の
表
門
か
裏
門
に
積

ん
だ
。

一
九
九
四
年
、
Ｅ
家
は
煉
瓦
と
セ
メ
ン
ト
で
豚
小
屋
を
建
て
替

え
た
。
翌
年
か
ら
豚
を
六
〜
七
頭
飼
い
、
豚
小
屋
内
を
水
で
掃
除

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
豚
小
屋
か
ら
運
び
出
し
た
豚
糞
尿
に
は
土

を
か
ぶ
せ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
は
山
羊
二
頭
も
飼
う
よ
う
に
な
っ

（
四
九
一
）　
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た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
祝
家
荘
で
水
茅
が
増
え
て
き
た
が
、
Ｅ
家

は
調
査
時
も
旱
茅
を
用
い
て
い
た
。
自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た

土
は
、
四
〜
五
年
で
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
分
だ
っ
た
。
そ
の
土
は
範

家
営
の
友
人
が
ト
ラ
ク
タ
ー
で
運
ん
だ
（
図
三
）。
一
往
復
一
三

元
だ
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
冬
に
自
家
の
耕
作
請
負
地
ま
で
自
分

で
運
ん
だ
。
自
家
の
土
や
土
糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
ん
だ
。

④
そ
の
他

瓦
窯解

放
前
、
徐
家
の
傍
に
祝
南
の
瓦
窰
が
あ
っ
た
（
図
一
〇
：

三
）。
そ
の
瓦
窯
で
は
一
戸
が
手
作
業
で
煉
瓦
や
瓦
を
作
っ
て
い

た
。

平
整
土
地

一
九
六
三
〜
一
九
六
四
年
、
王
家
の
土
地
の
中
で
渠
北
や
上
荘

荘
北
を
均
し
た
（
図
五
：
王
家
三
、
六
）。
そ
の
際
、
切
土
は
盛

土
に
用
い
、
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理
に
用
い
な
か
っ
た
。
一
九
八

〇
年
代
以
降
、
各
家
が
西
頭
窰
や
北
寺
溝
の
自
家
の
耕
作
請
負
地

を
採
土
し
な
が
ら
徐
々
に
均
し
た
（
図
五
：
王
家
七
、
八
、
一

〇
）。

澇
池下

荘
、
小
学
、
鎮
政
府
、
梁
勤
武
に
澇
地
が
あ
っ
た
（
図
一

〇
：
八-

一
一
）。
い
ず
れ
も
面
積
一
畝
前
後
、
深
さ
二
ｍ
前
後

だ
っ
た
。
鎮
政
府
の
澇
池
は
解
放
後
に
建
設
し
た
。
他
の
澇
池
は

早
く
か
ら
存
在
し
た
の
で
、
自
然
に
形
成
し
た
の
か
人
工
的
に
形

成
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

解
放
前
も
農
業
社
時
期
も
澇
地
は
共
有
の
も
の
で
あ
り
、
誰
で

も
利
用
で
き
た
。
Ｅ
家
は
雨
の
多
い
夏
、
鎮
政
府
と
小
学
の
澇
地

で
洗
濯
し
、
家
畜
に
水
を
与
え
た
。
澇
地
の
底
土
を
浚
っ
た
こ
と

は
な
い
。

鎮
政
府
、
梁
勤
武
の
澇
地
は
埋
め
立
て
て
か
ら
三
〇
〜
四
〇
年

が
経
っ
た
。
小
学
、
下
荘
の
澇
池
も
埋
め
立
て
か
ら
二
〇
年
強
が

過
ぎ
た
。

寺
溝一

九
四
〇
年
代
、
寺
溝
は
廟
地
だ
っ
た
（
図
五
：
祝
南
三
、
王

家
七
、
八
）。
小
学
背
に
実
寿
寺
が
あ
り
（
図
一
〇
：
一
二
）、
そ

の
廟
会
が
土
地
を
四
〜
五
畝
有
し
て
い
た
。

地
下
水

一
九
六
〇
年
代
〜
一
九
八
〇
年
代
、
王
家
は
灌
漑
用
井
戸
を
三

回
掘
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
機
井
が
増
え
た
。

（
六
）　

Ｆ
家
の
状
況

Ｆ
略
歴
（
聴
取
五
回
）

王
家
在
住
。
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
。
男
性
。
一
九
五
〇
年
代
に

（
四
九
二
）　
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祝
家
荘
小
学
に
在
籍
。
一
九
五
九
年
、
益
店
初
級
中
学
（
岐
山
県

益
店
鎮
）
に
進
学
。
一
九
六
四
年
以
降
は
西
安
航
空
工
業
学
校

（
陝
西
省
西
安
市
）
に
進
学
し
、
陝
西
省
西
安
市
の
航
空
関
連
の

工
場
に
勤
務
。
一
九
九
五
年
退
職
。

一
九
六
六
年
、
祝
家
荘
鎮
範
家
営
村
出
身
の
妻
と
結
婚
（
図

三
）。
息
子
二
人
を
も
う
け
る
。
長
男
は
王
家
で
養
豚
場
を
経
営
。

二
男
は
西
安
市
で
航
空
関
連
に
従
事
。

調
査
時
は
妻
と
二
人
で
暮
ら
す
。
耕
作
請
負
地
八
ヶ
所
二
・
八

畝
を
有
し
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
豆
類
・
リ
ン
ゴ
を
栽
培
。

家
畜
を
飼
育
せ
ず
。

①
採
土
場

土
壕
の
崖
で
崖
下
と
同
じ
高
さ
の
平
地
に
な
る
ま
で
採
土
し
た
。

崖
は
作
物
が
な
い
う
え
、
少
な
い
面
積
で
大
量
に
採
土
で
き
た
。

平
地
は
作
物
が
あ
る
う
え
、
養
分
を
含
む
表
土
を
広
い
面
積
で

採
っ
て
し
ま
う
。

崖
上
は
高
所
で
あ
っ
た
り
、
平
ら
で
な
か
っ
た
り
し
て
、
水
分

条
件
が
よ
く
な
か
っ
た
。
採
土
後
は
水
分
条
件
が
よ
く
な
っ
た
。

た
だ
し
、
採
土
に
よ
っ
て
養
分
を
含
む
表
土
が
な
く
な
っ
た
の
で
、

一
年
目
の
作
物
の
出
来
は
よ
く
な
か
っ
た
。
施
肥
を
し
て
二
年
目

か
ら
は
よ
く
な
っ
た
。

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前
半

祝
家
荘
で
は
全
家
が
私
有
採
土
場
を
有
し
て
い
た
。
崖
の
あ
る

土
地
を
採
土
場
に
し
た
。
崖
上
が
他
家
の
所
有
地
な
ら
採
土
で
き

な
か
っ
た
。
誰
で
も
自
由
に
採
土
し
て
よ
い
土
地
や
共
有
採
土
場

は
な
か
っ
た
。
土
の
売
買
も
な
か
っ
た
。
私
有
採
土
場
の
賃
貸
は

基
本
的
に
な
か
っ
た
。
関
係
が
良
け
れ
ば
他
家
の
採
土
場
で
採
土

し
て
も
よ
か
っ
た
。
当
時
は
自
由
に
土
地
を
売
買
で
き
た
の
で
、

私
有
採
土
場
が
な
け
れ
ば
土
地
を
買
っ
て
私
有
採
土
場
に
す
れ
ば

よ
か
っ
た
。

Ｆ
家
は
深
胡
洞
、
石
溝
六
ヶ
所
の
七
ヶ
所
三
〇
畝
強
を
有
し
て

い
た
（
図
五
：
Ｆ
家
一-

七
）。
土
地
改
革
を
経
て
も
、
Ｆ
家
の

所
有
地
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
Ｆ
家
の
採
土
場
は
深
胡
洞
だ
っ
た

（
図
五
：
Ｆ
家
一
）。
そ
の
北
崖
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
。
深
胡
洞
に
は
作
物
が
植
え
ら
れ

て
い
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

農
業
集
団
化
以
降
、
王
家
は
隣
隊
と
交
錯
し
た
土
地
を
交
換
し
、

農
地
区
画
を
整
理
し
た
。
王
家
の
自
留
地
は
、
調
査
時
の
王
家
の

宅
地
に
あ
っ
た
。
調
査
時
、
王
家
の
農
地
は
楡
樹
㙭
、
徐
家
門
前
、

渠
北
、
渠
子
、
瓜
地
、
荘
北
、
北
寺
溝
、
北
面
、
西
頭
窰
（
王
家

窰
園
・
老
園
）、
小
学
背
な
ど
二
八
〇
畝
強
だ
っ
た
（
図
五
：
王

家
一-

一
一
）。

（
四
九
三
）　
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王
家
の
集
団
採
土
場
は
当
初
、
深
胡
洞
の
北
崖
や
西
頭
窰
西
部

に
あ
っ
た
（
図
六
：
王
家
ｊ
一
、
ｊ
二
）。
一
九
六
三
年
、
そ
の

集
団
採
土
場
を
北
寺
溝
北
部
に
移
し
た
（
図
六
：
王
家
ｊ
四
）。

集
団
採
土
場
が
飼
養
室
の
傍
に
あ
れ
ば
土
を
運
び
や
す
い
の
で
、

王
家
の
飼
養
室
を
移
し
た
時
に
王
家
の
集
団
採
土
場
も
移
し
た
の

で
あ
る
。
土
炕
を
換
え
る
時
な
ど
少
量
の
土
を
採
る
場
合
は
便
利

な
場
所
で
採
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
平
地
で
も
か
ま
わ
な

か
っ
た
。

Ｆ
家
は
王
家
の
集
団
採
土
場
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿
処
理

に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
（
図
六
：
王
家
ｊ
一
、
ｊ
二
、
ｊ

四
）。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
四
年
、
王
家
は
人
口
に
応
じ
て
農
地
を
分
配
し
た
。
農

地
は
抽
選
に
よ
っ
て
分
配
し
た
。
一
九
九
一
年
、
耕
作
請
負
地
の

大
調
整
を
行
い
、
各
家
の
耕
作
請
負
地
を
固
定
し
た
。
王
家
の
集

団
採
土
場
は
農
地
分
配
の
際
に
廃
止
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
家
は

自
家
の
耕
作
請
負
地
で
採
土
し
た
。
各
家
の
採
土
場
は
、
小
学

背
・
西
頭
窰
の
北
崖
の
窰
洞
址
、
北
寺
溝
に
あ
っ
た
（
図
七
：
王

家
一-

三
）。
土
炕
を
換
え
る
時
な
ど
少
量
の
土
を
採
る
場
合
は
、

そ
れ
ら
以
外
の
自
家
の
耕
作
請
負
地
で
採
土
す
る
家
も
あ
っ
た
。

Ｆ
家
は
農
地
分
配
の
際
、
北
寺
溝
な
ど
三
畝
を
受
け
取
っ
た

（
図
五
：
王
家
七
）。
他
家
と
耕
作
請
負
地
を
交
換
し
た
こ
と
は
な

い
。
調
査
時
の
Ｆ
家
の
耕
作
請
負
地
は
、
渠
北
、
渠
子
、
楡
樹
㙭

な
ど
八
ヶ
所
二
・
八
畝
だ
っ
た
（
図
五
：
王
家
一
、
三
、
四
）。

そ
れ
ら
の
耕
作
請
負
地
の
位
置
は
、
農
地
分
配
の
時
と
異
な
る
。

Ｆ
家
の
採
土
場
は
北
寺
溝
内
に
あ
る
自
家
の
耕
作
請
負
地
に

あ
っ
た
（
図
七
：
王
家
一
）。
そ
こ
で
自
家
の
建
材
製
作
や
糞
尿

処
理
に
要
し
た
土
を
自
分
で
採
っ
た
。
一
九
八
三
年
に
家
を
建
て

た
時
は
、
当
地
の
切
土
を
主
に
用
い
た
（
図
七
：
王
家
四
）。

一
九
九
五
年
以
降
、
土
の
売
買
が
始
ま
っ
た
。
売
り
手
は
西

荘
・
上
営
・
戢
武
に
い
た
（
図
三
）。
彼
ら
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
土

を
運
ん
で
来
た
。
Ｆ
家
は
大
量
の
土
が
必
要
な
い
の
で
買
っ
た
こ

と
が
な
い
。

②
建
材
製
作

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
前
半

王
家
の
全
家
が
西
頭
窰
の
窰
洞
に
住
ん
で
い
た
（
図
五
：
王
家

一
〇
）。
Ｆ
家
も
西
頭
窰
の
窰
洞
に
住
ん
で
い
た
（
図
八
：
ｆ
一
）。

そ
の
窰
洞
や
土
墻
を
修
繕
し
た
こ
と
は
な
い
。

Ｆ
家
は
土
炕
を
三
〜
四
年
に
一
度
、
春
夏
に
換
え
た
。
土
竃
も

数
年
で
換
え
た
。
そ
の
年
数
は
三
年
、
五
年
、
七
〜
八
年
と
一
定

し
な
か
っ
た
。
交
換
に
要
し
た
土
坯
は
、
土
炕
が
二
〇
〇
個
、
土

竃
が
八
〇
〜
九
〇
個
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
用
い
た
土
坯
は
自
分
で

（
四
九
四
）　



関
中
平
原
・
祝
家
荘
に
お
け
る
肥
料
用
土
の
獲
得
・
利
用
に
関
す
る
聴
取
調
査

四
九
五

作
っ
た
。
老
人
し
か
い
な
い
家
は
、
関
係
の
よ
い
人
に
頼
ん
で

作
っ
て
も
ら
っ
た
。
土
坯
は
自
家
の
採
土
場
で
、
錘
子
と
木
製
の

型
枠
で
土
を
突
き
固
め
て
作
っ
た
。
そ
し
て
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
。
土
炕
・
土
竃
の
廃
材
は
肥
料
に
し
た
。
そ

れ
ら
は
土
糞
の
山
に
加
え
ず
、
直
接
自
家
の
農
地
ま
で
運
ん
だ
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

Ｆ
家
は
土
炕
と
土
竃
を
三
〜
四
年
で
換
え
た
。
自
家
の
土
炕
・

土
竃
に
要
し
た
土
坯
は
自
分
で
自
由
に
作
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

窰
洞
は
安
全
で
な
い
の
で
、
王
家
の
全
家
が
一
九
八
三
年
ま
で

に
崖
上
に
移
っ
た
。

一
九
八
三
年
、
Ｆ
家
も
崖
上
に
坯
房
を
一
間
建
て
て
移
っ
た

（
図
八
：
ｆ
二
）。
自
分
で
土
坯
を
二
五
〇
〇
個
作
り
、
業
者
が
家

を
建
て
た
。
土
墻
は
自
分
で
築
い
た
。
土
墻
一
区
画
あ
た
り
三
〜

四
㎥
の
土
を
要
し
た
。
一
九
九
二
年
、
坯
房
を
一
間
増
築
し
た
。

そ
れ
に
要
し
た
土
坯
も
二
五
〇
〇
個
だ
っ
た
。
ま
た
、
土
炕
や
土

竃
は
三
〜
四
年
で
換
え
た
。

二
〇
〇
二
年
、
Ｆ
家
は
現
住
所
に
磚
房
を
建
て
て
移
っ
た
（
図

八
：
ｆ
三
）。
旧
宅
は
長
男
家
族
に
譲
っ
た
。
整
地
は
自
分
で

行
っ
た
。
そ
の
盛
土
に
一
〇
㎥
の
土
を
要
し
た
。
そ
れ
か
ら
業
者

が
家
や
墻
を
建
て
た
。
建
築
費
用
は
三
万
元
だ
っ
た
。
煉
瓦
は
蒲

村
鎮
令
家
の
煉
瓦
工
場
で
作
ら
れ
た
も
の
で
（
図
三
）、
一
〇
〇

〇
個
あ
た
り
七
二
元
だ
っ
た
。

③
糞
尿
処
理

土
で
人
畜
糞
尿
を
処
理
し
た
の
は
、
畜
舎
や
便
所
を
清
潔
に
保

つ
た
め
で
あ
る
。
人
畜
糞
尿
の
発
酵
を
進
め
る
た
め
で
も
あ
る
。

ま
た
、
土
糞
の
施
用
で
農
地
の
土
壌
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
。
土
糞

の
土
と
糞
の
比
率
は
三
対
一
だ
っ
た
。

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
後
半

Ｆ
家
は
牛
・
驢
馬
を
一
頭
ず
つ
飼
っ
て
い
た
。
自
家
の
牛
・
驢

馬
の
畜
舎
や
便
所
に
要
し
た
土
は
年
間
で
大
車
一
五
台
分）

17
（

だ
っ
た
。

自
家
の
土
糞
は
年
間
で
七
〜
八
㎥
だ
っ
た
。
自
家
の
土
や
土
糞
は

自
宅
の
門
前
に
積
ん
だ
。

Ｆ
家
が
自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
冬
の
農
閑
期
に
一

年
分
を
ま
と
め
て
自
分
で
採
っ
た
。
伯
父
が
牛
に
大
車
を
牽
か
せ

て
土
を
運
ん
だ
。
採
土
は
早
け
れ
ば
四
〜
五
日
、
遅
け
れ
ば
六
〜

七
日
か
か
っ
た
。
自
家
の
土
糞
は
農
閑
期
の
旧
暦
一
〇
月
に
自
家

の
農
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。
土
糞
の
施
用
量
は
、
一
畝
あ
た
り

大
車
三
〜
五
台
分
だ
っ
た
。
当
時
は
肥
料
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

施
肥
を
す
る
土
地
と
し
な
い
土
地
が
あ
り
、
毎
年
順
番
で
施
肥
を

し
た
。
よ
い
土
地
に
多
め
に
施
肥
を
し
て
、
石
溝
の
よ
う
な
悪
い

土
地
は
少
な
め
に
し
た
。
農
地
と
の
距
離
に
よ
っ
て
施
用
量
を
変

（
四
九
五
）　
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え
た
こ
と
は
な
い
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
七
〇
年
代

一
九
六
〇
年
代
中
期
か
ら
日
本
産
の
尿
素
を
用
い
た
。
そ
の
量

は
と
て
も
少
な
か
っ
た
。

王
家
は
初
級
社
の
時
に
西
頭
窰
西
部
に
窰
洞
を
掘
っ
て
飼
養
室

に
し
た
（
図
九
：
王
家
ｓ
一
）。
窰
洞
は
危
険
で
漏
水
も
し
た
。

そ
こ
で
一
九
六
三
年
、
飼
養
室
を
北
寺
溝
の
東
側
に
移
し
た
（
図

九
：
王
家
ｓ
二
）。
そ
こ
は
土
地
が
広
い
う
え
、
土
糞
を
農
地
ま

で
運
ぶ
の
に
も
都
合
が
良
か
っ
た
。

王
家
の
飼
養
室
で
は
牛
十
数
頭
、
騾
馬
四
〜
五
頭
、
驢
馬
三
〜

四
頭
を
飼
っ
て
い
た
。
飼
養
室
は
皆
で
順
番
に
管
理
し
た
。
飼
養

室
に
要
し
た
土
は
毎
日
架
子
車
二
台
分
だ
っ
た
。
飼
養
室
の
土
や

土
糞
は
、
そ
の
外
に
あ
る
糞
場
に
積
ん
だ
。
飼
養
室
に
要
し
た
土

は
農
閑
期
、
皆
で
一
年
分
を
ま
と
め
て
採
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代

以
降
、
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
架
子
車
を
用
い
た
。
ど
の
家
も
木

製
の
架
子
車
を
一
台
持
っ
て
い
た
。
採
土
は
大
車
一
台
な
ら
一
〇

日
か
か
り
、
架
子
車
二
〇
台
強
な
ら
五
日
か
か
っ
た
。
飼
養
室
の

土
糞
は
、
旧
歴
一
〇
月
の
農
閑
期
に
皆
で
自
隊
の
農
地
ま
で
運
ん

だ
。
大
車
一
台
な
ら
毎
日
十
数
往
復
し
て
半
月
か
か
り
、
架
子
車

な
ら
一
ヶ
月
強
か
か
っ
た
。
土
糞
の
施
用
量
は
一
畝
あ
た
り
大
車

五
〜
一
〇
台
分
だ
っ
た
。

Ｆ
家
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
豚
一
〜
二
頭
を
飼
っ
て
い
た
。
自

家
の
豚
小
屋
や
便
所
に
要
し
た
土
は
年
間
で
五
〜
六
㎥
だ
っ
た
。

自
家
の
土
糞
は
年
間
で
五
〜
六
㎥
だ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
、
豚

を
飼
わ
な
く
な
っ
た
。
自
家
の
土
・
土
糞
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
で
四

〜
五
㎥
に
減
っ
た
。
自
家
の
土
や
土
糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
ん
だ
。

自
家
の
糞
尿
処
理
に
要
し
た
土
は
、
自
宅
の
土
堆
を
使
い
終
え

る
た
び
、
架
子
車
二
台
分
前
後
を
自
分
で
採
っ
た
。
自
家
の
土
糞

は
生
産
隊
に
供
出
せ
ず
、
旧
暦
一
〇
月
の
農
閑
期
に
一
日
を
か
け
、

自
家
の
自
留
地
ま
で
自
分
で
運
ん
だ
。

一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
代

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
Ｆ
家
は
宝
鶏
産
の
炭
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

と
燐
酸
肥
料
を
用
い
た
。
調
査
時
は
コ
ム
ギ
一
畝
あ
た
り
各
一
袋

（
五
〇
㎏
）
を
用
い
て
い
た
。
土
糞
を
施
用
し
て
い
た
頃
は
土
壌

が
柔
ら
か
か
っ
た
が
、
化
学
肥
料
を
施
用
し
て
か
ら
柔
ら
か
く
な

く
な
っ
た
。

Ｆ
家
は
家
畜
を
飼
っ
て
い
な
か
っ
た
。
自
家
の
便
所
に
要
し
た

土
は
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
年
間
で
架
子
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ

た
。
自
宅
の
土
堆
を
使
い
終
え
る
た
び
に
自
分
で
採
土
し
た
。
ま

た
、
自
家
の
土
糞
は
年
間
で
架
子
車
二
〇
〜
三
〇
台
分
だ
っ
た
。

土
糞
の
施
用
量
は
ど
の
耕
作
請
負
地
に
も
違
い
が
な
か
っ
た
。
ま

た
、
土
や
土
糞
の
運
搬
に
は
架
子
車
を
用
い
た
。
自
家
の
土
や
土

（
四
九
六
）　
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糞
は
自
宅
の
門
前
に
積
み
上
げ
た
。

二
〇
〇
二
年
に
Ｆ
家
が
家
を
建
て
た
時
、
便
所
を
水
茅
に
し
た
。

そ
れ
か
ら
便
所
に
も
土
を
用
い
な
く
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に

小
強
水
廠
が
開
業
す
る
と
、
Ｆ
家
は
水
道
水
を
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
（
図
一
〇
：
二
）。

④
そ
の
他

瓦
窯解

放
前
、
徐
家
の
東
に
徐
家
の
瓦
窯
が
あ
っ
た
（
図
一
〇
：

三
）。
農
業
社
時
期
、
南
溝
に
高
家
の
瓦
窯
が
あ
っ
た
（
図
一

〇
：
五
）。
そ
れ
ら
の
瓦
窯
で
は
手
作
業
で
煉
瓦
と
瓦
を
作
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
手
工
生
産
の
煉
瓦
を
用
い
な
く
な
り
、
高
家
の

瓦
窯
は
閉
鎖
し
た
。

平
整
土
地

農
業
社
時
期
、
農
地
の
方
形
化
・
水
平
化
な
ど
の
農
田
基
本
建

設
に
よ
り
、
耕
地
の
方
向
を
改
め
、
低
所
や
高
所
を
均
し
た
。
特

に
一
九
七
〇
年
代
、
郷
政
府
が
毎
年
ど
の
村
の
土
地
を
均
す
か
計

画
し
、
そ
れ
を
生
産
大
隊
に
割
り
当
て
た
。
そ
れ
か
ら
各
生
産
隊

が
別
々
に
任
務
を
こ
な
し
た
。
王
家
の
土
地
で
は
渠
北
や
荘
北
な

ど
を
均
し
た
（
図
五
：
王
家
三
、
六
）。
一
九
八
〇
年
代
は
各
家

が
北
寺
溝
、
西
頭
窰
、
小
学
背
に
あ
る
自
家
の
耕
作
請
負
地
を
採

土
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
均
し
た
（
図
五
：
王
家
七
、
八
、
一
〇
、

一
一
）。

土
坑
の
埋
め
立
て

下
荘
に
土
坑
が
あ
っ
た
（
図
一
〇
：
六
）。
そ
の
崖
に
は
高
家

の
飼
養
室
の
窰
洞
が
あ
っ
た
。
下
荘
の
土
坑
は
宅
地
拡
大
で
埋
め

立
て
ら
れ
た
。

澇
池下

荘
、
小
学
校
、
鎮
政
府
、
梁
勤
武
に
澇
地
が
あ
っ
た
（
図
一

〇
：
八-

一
一
）。
い
ず
れ
も
面
積
一
畝
強
、
深
さ
一
ｍ
、
水
深

三
〇
〜
四
〇
㎝
だ
っ
た
。

澇
地
は
解
放
前
も
農
業
社
時
期
も
共
有
の
も
の
で
あ
り
、
誰
で

も
利
用
で
き
た
。
皆
が
そ
こ
で
家
畜
に
水
を
与
え
、
洗
濯
し
た
。

Ｆ
家
は
小
学
校
の
澇
地
を
利
用
し
た
。
澇
池
の
底
土
を
浚
っ
た
こ

と
は
な
い
。

小
学
校
の
澇
地
は
一
九
七
〇
年
代
に
埋
め
立
て
た
。

洪
水
と
土
壕

深
胡
洞
は
も
と
も
と
一
筋
の
谷
だ
っ
た
が
（
図
五
：
祝
西
一
）、

そ
の
後
の
採
土
で
拡
大
し
た
。
北
寺
溝
、
澇
池
溝
も
大
量
の
雨
水

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
（
図
五
：
祝
南
二
、
王
家
七
、
八
）、
人
為

的
要
因
は
少
な
か
っ
た
。

寺
溝一

九
四
〇
年
代
、
北
寺
溝
と
南
寺
溝
は
廟
地
だ
っ
た
（
図
五
：

（
四
九
七
）　
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王
家
七
、
八
、
祝
南
三
）。
小
学
背
の
崖
上
に
は
実
寿
寺
が
あ
り

（
図
一
〇
：
一
二
）、
そ
の
廟
会
が
土
地
を
数
畝
有
し
て
い
た
。

地
下
水

一
九
五
八
年
〜
一
九
八
〇
年
代
、
灌
漑
用
井
戸
を
掘
っ
た
。
一

九
八
〇
年
代
以
降
は
機
井
を
用
い
た
。
灌
漑
の
際
、
取
水
を
始
め

て
か
ら
数
時
間
後
に
水
が
出
な
く
な
っ
た
。
灌
漑
水
の
汲
み
上
げ

に
よ
っ
て
地
下
水
位
が
下
降
し
た
う
え
、
泥
土
が
井
戸
内
に
堆
積

し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
井
戸
は
み
な
放
棄
し
た
。
調
査
時

の
Ｆ
宅
の
地
下
水
位
は
深
さ
三
五
ｍ
強
だ
っ
た
。

で
あ
る
。
灌
漑
で
地
下
水
を
使
い
過
ぎ
た
た
め
、
一
九
八
〇
年

代
か
ら
地
下
水
が
下
降
し
た
。

四　

お
わ
り
に

本
稿
で
述
べ
た
聴
取
調
査
の
意
義
は
以
下
の
二
点
に
集
約
で
き

る
。第

一
に
、
中
国
北
方
乾
燥
地
農
業
シ
ス
テ
ム
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
の
材
料
を
提
供
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
土
糞
・
土
雑
肥
の

利
用
は
関
中
平
原
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
具
体
的
状

況
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
中
国
北
方
乾
燥
地
に
普
遍
的
に
見
ら
れ

る
。
二
〇
一
二
年
に
は
内
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
オ
ハ
ン
の
雑
穀
栽
培
が

F
A

O

のG
IA

H
S

（G
lobally Im

portant A
gricultural 

H
eritage System

s

）
に
選
定
さ
れ
、
中
国
北
方
乾
燥
地
農
業
シ

ス
テ
ム
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
と
よ
り
土
に
依
拠

し
て
乾
燥
地
に
適
応
し
た
中
国
北
方
乾
燥
地
農
業
シ
ス
テ
ム
は
、

世
界
的
に
も
極
め
て
特
殊
で
あ
る
。
中
国
北
方
乾
燥
地
農
業
シ
ス

テ
ム
が
長
期
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
過
程
、
そ
れ
が
農
業
・

農
村
の
現
代
化
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
過
程
を
解
明
す
る
こ
と

は
、
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
農
学
・
環
境
学
に
と
っ
て
も
意
義
深

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
肥
料
用
土
の
獲
得
・
利
用
に
関
す
る
歴
史

資
料
は
極
め
て
少
な
い
。
現
代
化
に
よ
る
肥
料
用
土
の
獲
得
・
利

用
の
変
化
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
論
考
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ

は
肥
料
用
土
の
獲
得
・
利
用
が
当
地
の
人
々
に
と
っ
て
極
め
て
あ

り
ふ
れ
た
慣
習
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
外
国
人
が
中
国

北
方
乾
燥
地
で
農
村
調
査
を
行
う
に
も
制
限
が
多
い
。
筆
者
は
い

わ
ば
例
外
的
と
も
い
い
う
る
そ
の
よ
う
な
機
会
を
得
て
、
極
め
て

限
ら
れ
た
範
囲
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
そ
の
実
態
を
把
握
で
き

た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
農
業
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
農
業
活
動
と
農
村
景
観
の

維
持
・
改
変
と
の
具
体
的
関
係
の
解
明
に
対
し
、
一
定
の
材
料
を

提
供
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
農
業
シ
ス
テ
ム
の
担
い
手
に

注
目
し
、
彼
ら
が
土
獲
得
・
利
用
に
関
す
る
作
業
や
そ
の
場
所
を

具
体
的
に
記
載
し
た
。
中
国
農
業
史
研
究
で
は
村
落
ス
ケ
ー
ル
の

（
四
九
八
）　



関
中
平
原
・
祝
家
荘
に
お
け
る
肥
料
用
土
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獲
得
・
利
用
に
関
す
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聴
取
調
査

四
九
九

農
業
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
中
国
農
村
研
究

で
も
こ
う
し
た
空
間
論
的
分
析
を
行
っ
た
論
考
は
極
め
て
少
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
関
中
平
原
・
祝
家
荘
の
肥
料
用
土
の
獲

得
・
利
用
に
関
す
る
聴
取
調
査
は
、
中
国
農
業
史
研
究
・
中
国
農

村
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
調
査
事
例
を
示
し
た
と
考
え
て

い
る
。

註（1
）　

渭
河
平
原
、
渭
河
盆
地
、
渭
水
盆
地
、
関
中
盆
地
と
も

呼
ば
れ
る
。

（
2
）　

土
糞
は
厩
肥
の
一
種
と
さ
れ
る
。
実
際
に
は
土
・
人
糞

尿
を
堆
積
・
発
酵
さ
せ
た
肥
料
も
土
糞
と
呼
ば
れ
る
。
土
糞

原
料
の
種
類
や
そ
の
割
合
は
地
域
・
農
家
に
よ
っ
て
異
な
る
。

土
糞
以
外
の
名
称
を
用
い
る
地
域
も
あ
る
。
土
糞
の
肥
料
分

の
地
域
的
差
異
は
表
一
に
示
す
。

（
3
）　

乾
燥
有
機
質
土
壌
の
吸
水
量
は
小
麦
稈
の
二
二
・
七
％
、

同
じ
く
ア
ン
モ
ニ
ア
の
吸
収
量
は
三
八
八
・
二
％
で
あ
る

（
孙
一
九
五
七
：
二
一
五
）。
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
吸
着

は
土
粒
が
細
か
い
ほ
ど
多
く
な
る
（
北
京
农
业
大
学
一
九
八

〇
：
二
四
六-

二
四
七
）。
土
の
窒
素
保
持
効
果
は
表
二
に

示
す
。

（
4
）　

柱
な
ど
の
重
要
箇
所
や
炕
に
煉
瓦
を
用
い
、
大
部
分
の

壁
面
に
土
坯
を
用
い
た
。
目
地
材
・
塗
壁
材
に
は
セ
メ
ン
ト

や
土
を
用
い
た
。

（
5
）　

老
房
土
、
陳
墻
土
、
地
皮
土
は
硝
酸
塩
類
を
多
く
含
む
こ
と
か

ら
、「
硝
土
」
に
分
類
さ
れ
る
。
硝
酸
塩
類
の
含
有
量
は
年
月
を
経

る
ほ
ど
増
加
し
た
。
便
所
・
畜
舎
付
近
に
は
特
に
多
か
っ
た
。
な

お
、
磚
坯
房
・
坯
房
の
土
壁
、
土
墻
は
、
毛
細
管
作
用
の
制
限
に

よ
っ
て
、
硝
酸
塩
類
が
そ
れ
ら
の
下
部
に
蓄
積
し
た
。
老
房
土
・

陳
墻
土
の
肥
料
分
は
表
三
に
示
す
。

（
6
）　

炕
土
は
「
熏
土
」（
有
機
物
を
土
で
覆
っ
て
加
熱
し
、
炭
化
さ

せ
た
肥
料
）
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
肥
料
分
は
建
材
の
土
質
、
土

（
四
九
九
）　

表１　土糞の養分含有量［%］
名称 地域 N P2O5 K2O
土糞 河北邢台 0.32 0.29 0.92
土糞 河北南宮 0.29 0.42 0.84
猪圏糞 河北武安 0.27 0.16 0.66
圏糞 河北衡水 0.12 0.14 0.44
麦稈糞 山西平遥 0.18 0.29 0.52
咯渣糞 山西長治 0.22 0.18 0.73
雑糞 山西洪趙 0.20 0.18 0.80
玉米稈糞 山西臨汾 0.27 0.21 0.79
土糞 山東坊子 0.29 0.21 0.52
土糞 山東臨清 0.23 0.34 0.98
土糞 河南南邱 0.53 0.60 1.07
土糞 河南荷沢 0.17 0.20 0.81

［孙 1957：281］を改変。

表２　土の窒素保持効果［%］
堆積前 堆積 45 日目 N損失率N C/N N C/N

豚糞のみ 0.99 12.3 0.69 12.4 30
土糞（土66.7%） 0.30 12.3 0.26 11.3 13
［中国科学院北京地区有机肥料组 1961：６］を改変。
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炕
の
形
状
、
土
炕
内
の
位
置
に
よ
っ
て
異
な
る
（
北
京
农
业
大
学
、

山
东
农
学
院
一
九
六
一
：
二
〇
一
）。
煤
煙
の
吸
着
量
は
年
月
を
経

る
ほ
ど
増
加
し
た
（
表
四
）。

（
7
）　

純
収
入
の
総
和
を
農
村
常
住
人
口
で
平
均
し
た
数
値
。

（
8
）　

当
時
は
土
地
所
有
権
が
個
人
に
属
し
て
い
た
た
め
、
自
由
に
土

地
を
売
買
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
価
格
に
つ
い
て
は
聴
取
で
き

な
っ
た
。

（
9
）　

鎮
政
府
か
ら
岐
青
公
路
ま
で
南
北
に
伸
び
る
祝
南
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
。

（
10
）　

Ａ
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
分
の
積
載
量
は
架
子
車
一
〇

台
分
に
相
当
す
る
。

（
11
）　

Ａ
に
よ
れ
ば
、
大
車
一
台
分
の
積
載
量
は
架
子
車
六
台
分
に
相

当
す
る
。

表４　炕土の窒素・燐酸含有量の経年変化［%］
使用年数 N P2O5
1 0.22 0.24
2-3 0.35 0.71
5 0.32 0.71
10 0.44 0.73
12 0.46 0.73
20 0.56 0.70

［北京农业大学、山东农学院 1961：201］を改変。
西北農学院による分析。

表３　老房土・陳墻土の肥料分［ppm］
N P2O5 K2ONO3-N NH4-N 合計

老房土（家屋築 6ヶ月） 20 41 61 91 108
老房土（家屋築 20 年） 296 36 332 83 1513
老房土（家屋築 40 年） 464 100 564 71 1648
老房土（家屋高さ 7尺） 18 37 55 93 286
老房土（家屋高さ 6尺） 8 53 61 69 222
老房土（家屋高さ 2尺） 296 36 332 83 1513
老房土（家屋高さ 1尺） 396 64 460 76 1003
老房土（豚小屋） 563 20 583 108 1904
陳墻土 857 47 911 184 1128
現地棉作土壌 12 12 24 81 77
現地棉作土壌 7 16 23 56 124
［中国农业科学院土壤肥料研究所 1962：137,138］を改変。
湖北農業科学研究所による分析。

（
五
〇
〇
）　
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五
〇
一

（
12
）　

澇
地
：
周
囲
の
雨
水
を
集
積
し
た
小
型
溜
池
。
降
水
量
の
少
な

い
冬
季
は
水
が
涸
れ
る
。
澇
地
に
は
自
然
形
成
の
も
の
と
人
造
の

も
の
が
あ
る
。「
機
井
」（
ポ
ン
プ
井
戸
）
や
水
道
水
が
普
及
す
る

前
、
澇
池
の
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
た
。

（
13
）　

入
手
先
に
つ
い
て
は
聴
取
で
き
な
か
っ
た
。
村
外
か
ら
購
入
す

る
特
殊
な
土
壌
の
可
能
性
と
自
ら
採
取
す
る
一
般
的
な
黄
土
の
可

能
性
が
あ
る
。

（
14
）　

Ｂ
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
分
の
積
載
量
は
架
子
車
五
〜

六
・
二
五
台
分
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
大
車
一
台
分
の
積
載
量
は

架
子
車
五
台
分
に
相
当
す
る
。

（
15
）　

Ｄ
に
よ
れ
ば
、
大
車
一
台
分
の
積
載
量
は
架
子
車
六
〜
七
台
分

に
相
当
す
る
。

（
16
）　

Ｅ
に
よ
れ
ば
、
大
車
一
台
分
の
積
載
量
は
架
子
車
六
〜
七
台
分

に
相
当
す
る
。

（
17
）　

Ｆ
に
よ
れ
ば
、
大
車
一
台
分
の
積
載
量
は
架
子
車
四
台
分
に
相

当
す
る
。
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业
化
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：
上
海
科
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社
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調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
祝
家
荘
の
方
々
に
御
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
ま
た
、
流
通
経
済
大
学
の
原
宗
子
教
授
、
佐
藤
孝
雄
教

授
を
始
め
と
し
た
慶
応
義
塾
大
学
民
族
考
古
学
研
究
室
の
皆
様
、
西

北
農
林
科
技
大
学
の
樊
志
民
教
授
に
は
、
懇
篤
な
御
指
導
と
御
助
言

を
賜
り
ま
し
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
五
〇
二
）　


